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同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
業
界
を

挙
げ
た
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
活
動
の
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
︑
全
ト
協
が

主
催
し
︑
内
閣
府
︑
国
土
交
通

省
︑
警
察
庁
︑
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
︑（
一
財
）
全
日
本

交
通
安
全
協
会
︑（
一
社
）
日

本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会

の
後
援
を
得
て
︑
昭
和
44
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
（
令
和

２
年
の
第
52
回
大
会
は
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
を
鑑
み
中
止
）︒
今
回
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
︑
感
染
症
対
策
が
解

除
さ
れ
︑
令
和
元
年
以
来
４
年

ぶ
り
と
な
る
制
限
な
し
で
の
開

催
と
な
っ
た
︒

　

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

１
３
９
人
（
う
ち
女
性
22
人
）

の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
今
回
の

全
国
大
会
に
出
場
︒
10
月
21
日

か
ら
22
日
に
か
け
て
は
︑
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運

転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市
）
に
お
い
て
︑
学
科

競
技
（
法
規
・
構
造
機
能
・
運

転
常
識
︑
４
０
０
点
満
点
）
と

実
科
競
技（
運
転
技
能
・
点
検
︑

６
０
０
点
満
点
）
を
行
っ
た
︒

　

初
日
の
10
月
21
日
に
は
︑
４

年
ぶ
り
の
実
施
と
な
る
開
会
式

を
行
い
︑
若
林
陽
介
大
会
運
営

委
員
長
（
全
ト
協
理
事
長
）
が

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
代
表

選
手
と
し
て
︑
精
一
杯
尽
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
女
性
部
門
・
神
奈
川
県
代

表
の
齋
藤
慈
さ
ん
（
西
濃
運
輸

㈱
座
間
支
店
）
が
︑﹁
プ
ロ
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
信

念
を
も
ち
︑
正
々
堂
々
︑
全
力

を
尽
く
し
て
競
技
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
﹂
と
︑
力
強
く
選
手

宣
誓
を
行
っ
た
︒

　

１
日
目
（
10
月
21
日
）
の
実

科
競
技
で
は
︑
日
常
点
検
︑
簡

易
コ
ー
ス
走
行
︑
課
題
走
行

（
隘あ

い

路
走
行
︑
ス
ラ
ロ
ー
ム
走

行︹
前
進
︺）を
実
施
︒そ
の
後
︑

同
研
修
所
の
講
堂
に
て
学
科
競

技
を
行
っ
た
︒

　

２
日
目（
10
月
22
日
）に
は
︑

運
転
技
能
（
高
速
周
回
路
・
幹

線
・
模
擬
市
街
路
の
コ
ー
ス
走

行
と
後
退
ス
ラ
ロ
ー
ム
お
よ
び

Ｓ
字
後
退
︑
車
庫
入
れ
）
を
行

っ
た
︒

　

２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ

た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
︑
競

技
が
進
ん
で
い
っ
た
︒

表
彰
式
で

坂
本
会
長
が
選
手
を
激
励

　

３
日
目（
10
月
23
日
）に
は
︑

第
一
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都
港

区
）
で
表
彰
式
を
開
催
︒
表
彰

式
と
各
部
門
優
勝
者
記
者
会
見

の
模
様
は
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
全
ト
協
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ
イ

ブ
配
信
さ
れ
た
︒

　

式
の
冒
頭
︑
坂
本
会
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
い
︑﹁
今
大
会
に
出

場
さ
れ
た
こ
と
は
︑
皆
様
に
と

っ
て
人
生
の
中
で
こ
の
上
な
い
喜

び
に
な
る
の
で
は
な
い
か
︒
今

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
10
月
21
日
~

23
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
第
55
回
﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を

開
催
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
都
道
府
県
の
地
区
大
会
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
１
３
９
人
︵
４
㌧
部
門
43

人
、11
㌧
部
門
43
人
、ト
レ
ー
ラ
部
門
31
人
、

女
性
部
門
22
人
︶
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出

場
し
、
そ
の
技
術
を
競
い
合
っ
た
。

　

総
合
得
点
９
７
９
点
で
第
1
位
と
な
っ
た

４
㌧
部
門
・
東
京
都
代
表
の
伊
藤
圭
将
さ
ん

︵
西
濃
運
輸
㈱
深
川
支
店
︶
が
、
栄
え
あ
る

﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
﹂
を
受
賞
し
た
（
４
・

５
面
に
関
連
記
事
）。

均
点
が
８
８
０
点
だ
っ
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
た
︒

　

続
い
て
︑
入
賞
選
手
を
表
彰

（
入
賞
者
は
表
の
通
り
）︒
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
内
閣
総

理
大
臣
賞
の
発
表
で
は
︑
受
賞

者
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
︑
伊
藤
さ
ん
は
溢
れ
ん
ば
か

り
の
笑
顔
と
と
も
に
︑
受
賞
の

喜
び
を
表
現
し
た
︒

　

な
お
︑
各
部
門
第
１
位
の
選

後
も
皆
様
に
は
︑
我
が
国
の
経

済
活
動
を
支
え
る
﹃
安
全
の
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
﹄
で
あ
る
こ
と

を
胸
に
刻
ん
で
い
た
だ
き
︑
プ

ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
代

表
選
手
と
し
て
︑
自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
選
手
た
ち
を
激
励
︒
そ

の
後
︑
全
ト
協
の
佐
竹
克
也
役

員
待
遇
審
議
役
が
大
会
概
要
に

つ
い
て
説
明
︒
総
合
得
点
の
平

者
の
う
ち
︑
全
部
門
を
通
じ
て

総
合
得
点
第
１
位
の
選
手
に
贈

ら
れ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

長
特
別
賞
は
︑
本
多
健
二
さ
ん

（
ト
レ
ー
ラ
部
門
・
群
馬
県
代

表
）
が
受
賞
し
た
︒

　

式
の
最
後
に
は
︑
鶴
田
浩
久

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局

長
と
牧
丈
二
警
察
庁
交
通
局
調

査
官
が
祝
辞
を
述
べ
た
︵
要
旨

４
面
︶︒

手
に
は
︑
警
察

庁
長
官
賞
の
ほ

か
︑
副
賞
と
し

て
海
外
派
遣
賞

が
贈
ら
れ
た
︒

ま
た
︑
各
部
門

第
１
位
~
第
５

位
の
選
手
に

は
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
長

賞
が
贈
ら
れ
た
︒

　

ま
た
︑
中
小

企
業
の
出
場
者

の
う
ち
︑
全
部

門
を
通
じ
て
総

合
得
点
第
１
位

を
獲
得
し
た
選

手
に
贈
ら
れ
る

国
土
交
通
大
臣

賞
は
︑
ト
レ
ー

ラ
部
門
第
１
位

の
山
本
英
司
さ

ん
が
ダ
ブ
ル
受

賞
し
た
ほ
か
︑

シ
ニ
ア
（
50
歳

以
上
）
の
出
場

内閣総理大臣賞の伊藤さん（右から2人目）を囲んで記念撮影。左から工藤修二副会長、
坂本克己会長、鶴田浩久国交省物流・自動車局長（10月23日、第一ホテル東京）

２日にわたって繰り広げられた実科競技の様子、①点検（４トン）、②点検（11トン）、
③Ｓ字後退（トレーラ）、④前進スラローム（女性）

③

②

④

①

「自信」と「誇り」を胸に！エッセンシャルワーカーの気概!!
坂本会長が精鋭ドライバーたちを力強く激励
第55回「全国トラックドライバー・コンテスト」第55回「全国トラックドライバー・コンテスト」

伊
藤
圭
将
さ
ん
（
４
ト
ン
部
門
・
東
京
都
代
表
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得

伊
藤
圭
将
さ
ん
（
４
ト
ン
部
門
・
東
京
都
代
表
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得

各賞受賞者

内閣総理大臣賞 伊藤　圭将 4 トン部門

警察庁長官賞

伊藤　圭将 4 トン部門

岡田　聡 11 トン部門

山本　英司 トレーラ部門

藤本小梨絵 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 西濃運輸㈱深川支店
11トン部門 日本通運㈱神戸支店加古川事業所営業課

トレーラ部門 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課
女性部門 日本通運㈱京都支店ロジスティクス営業部京都中央事業所鉄道コンテナ課

全日本トラック協会長特別賞

本多　健二 ㈱バンテックイースト太田営業所

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）

山本　英司 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課

各部門入賞者一覧
部門 順位 氏名 都道府県 所属事業所 総合得点

４
ト
ン

1 伊藤　圭将 東京都 西濃運輸㈱深川支店 979
2 横井　宏彰 京都府 ロジスティード西日本㈱大山崎AE営業所 972
3 髙野澤　明良 茨城県 ロジスティード東日本㈱水戸営業部水戸輸送営業所 965
4 落合　浩幸 三重県 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱中日本支店三重センター 964
5 脇田　直幸 愛知県 日本通運㈱名古屋フォワーディング支店国内航空貨物部名南航空営業所 963

11
ト
ン

1 岡田　聡 兵庫県 日本通運㈱神戸支店加古川事業所営業課 978
2 佐藤　健弘 宮城県 西濃運輸㈱仙台支店 963
3 浦部　雄大 東京都 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱東日本支店田町センター 959
4 吉岡　孝雄 福井県 日本通運㈱北陸西支店福井支店 957
5 髙山　涼太 宮崎県 日本通運㈱宮崎支店宮崎事業所 956

ト
レ
ー
ラ

1 山本　英司 愛媛県 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課 961
2 永光　利成 兵庫県 センコー㈱阪神主管支店西神戸車輌センター 957
3 福田　崇 福岡県 ㈱バンテック九州輸送部輸送課 953
4 米谷　恵輔 大阪府 センコー㈱大阪主管支店新流センター 952
5 荒井　有一 神奈川県 常盤海運㈱本牧営業所 950

女
性

1 藤本　小梨絵 京都府 日本通運㈱京都支店ロジスティクス営業部京都中央事業所鉄道コンテナ課 924
2 谷津　尙子 新潟県 センコー㈱埼玉主管支店新潟営業所 916
3 齋藤　慈 神奈川県 西濃運輸㈱座間支店 904
4 上島　美由紀 山口県 日本通運㈱下関支店 898
5 近藤　かおる 岡山県 岡山スイキュウ㈱泉田営業所 884

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

11月1日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

第20回「岐阜県高山市・奥飛騨温泉郷『福地温泉』」第20回「岐阜県高山市・奥飛騨温泉郷『福地温泉』」

　

こ
こ
は
︑
岐
阜
県
高
山

市
の
奥
飛
驒
温
泉
郷
の
中

で
も
秘
境
と
呼
ば
れ
る

﹁
福
地
温
泉
﹂︒
そ
こ
に
ひ

っ
そ
り
と
佇
む
旅
館
﹁
湯

元	

長
座
﹂
は
︑
築
１
５
０

年
以
上
の
豪
農
屋
敷
を
移

築
し
た
︑
古
民
家
の
宿
で

す
︒
屋
敷
を
支
え
る
太
い

梁
と
大
き
な
囲
炉
裏
が
︑

郷
愁
を
誘
い
ま
す
︒
岐
阜
県
は
風
光
明
媚
な
土
地

柄
で
︑
私
も
こ
れ
ま
で
県
内
各
地
を
隈
な
く
ま
わ

り
ま
し
た
︒
郡
上
八
幡
︑
恵
那
峡
︑
飛
驒
高
山
︑

白
川
郷
な
ど
魅
力
満
載
の
景
勝
地
は
枚
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ

た
奥
飛
驒
温
泉
は
未
踏
の
地
で
︑
今
回
や
っ
と
夢

が
叶
っ
た
次
第
で
す
︒

　

江
戸
時
代
中
期
の
﹃
飛
州
志
﹄
に
は
︑
武
田

信
玄
が
奥
飛
驒
に
攻
め
入
っ
た
際
に
︑
毒
霧
に
や

ら
れ
た
兵
た
ち
が
︑温
泉
に
浸
か
る
白
猿
を
見
て
︑

そ
の
傷
を
癒
や
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒
湯
量

豊
富
な
福
地
温
泉
の
天
然
温
泉
の
効
能
が
垣
間
見

え
る
逸
話
で
す
︒

　

今
宵
の
宿
に
は
︑
大
浴
場
の
内
湯
と
露
天
風
呂

の
ほ
か
︑３
つ
の
貸
切
風
呂
﹁
山
野
草
の
湯
﹂
と
︑

別
棟
に
は
５
つ
の
貸
切
露
天
風
呂
﹁
雫
の
湯
﹂︑

そ
し
て
も
う
少
し
離
れ
た
川
沿
い
に
も
貸
切
露
天

風
呂
﹁
か
わ
ら
の
湯
﹂
が
あ
り
︑
ま
さ
に
温
泉
天

国
︒日
頃
の
疲
れ
も
一
気
に
吹
き
飛
ぶ
よ
う
で
す
︒

さ
っ
そ
く
温
泉
に
浸
か
ろ
う
と
露
天
風
呂
に
赴
く

と
そ
こ
に
は
先
客
が
あ
り
︑
年
配
の
男
性
の
よ
う

で
す
︒
気
分
が
良
い
の
か
︑
演
歌
を
口
ず
さ
ん
で

い
ま
す
︒﹁
失
礼
し
ま
す
︑
い
い
お
湯
︑
い
い
景
色

で
す
ね
﹂
と
︑
言
葉
を
か
け
る
と
︑﹁
い
や
ぁ
︑
こ

こ
は
日
本
一
だ
︒
芯
か
ら
体
が
温
ま
る
よ
﹂
と
︑

ど
う
や
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
の
よ
う
で
す
︒
聞
け
ば
リ

タ
イ
ア
し
た
後
は
︑
軽
登
山
と
温
泉
巡
り
が
生
き

甲
斐
に
な
っ
た
と
の
こ
と
︒
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ

ば
見
る
か
ら
に
頑
健
な
体
軀
を
し
て
い
て
︑
思
わ

ず
納
得
し
た
次
第
で
す
︒

　

お
楽
し
み
の
夕
餉
は
︑飛
驒
牛
︑旬
の
山
の
幸
︑

岩
魚
焼
︑
五
平
餅
な
ど
︑
地
元
の
食
材
を
炉
端
で

い
た
だ
く
趣
向
で
す
︒
地
酒
と
よ
く
合
い
︑
ま
る

で
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
囲
炉
裏
を
前
に
座
る

と
︑ゆ
っ
く
り
と
自
然
の
恵
み
を
堪
能
し
ま
し
た
︒

こ
れ
ぞ
︑
ま
さ
に
﹁
至
福
の
時
間
﹂
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

翌
朝
︑
目
が
覚
め
る
と
︑
外
は
あ
た
り
一
面
靄

が
か
か
り
︑
奥
深
き
山
々
に
囲
ま
れ
た
温
泉
郷
は

ま
さ
に
秘
境
の
趣
き
で
し
た
︒
竜
鉄
也
が
作
詞
・

作
曲
し
自
身
が
歌
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
１
９
８
０

（
昭
和
55
）
年
リ
リ
ー
ス
の
﹃
奥
飛
驒
慕
情
﹄
に

は
︑
奥
飛
驒
の
風
情
が
描
か
れ
て
い
ま
す
︒
は
し

か
の
後
遺
症
や
不
運
な
事
故
で
失
明
し
た
遅
咲
き

の
大
輪
︑
竜
鉄
也
が
の
こ
し
た
歌
詞
に
は
︑
抒
情

や
哀
感
が
全
編
に
漂
い
︑
胸
が
打
た
れ
ま
す
︒

　

や
が
て
外
は
雨
に
変
わ
り
︑
奥
飛
驒
は
︑﹃
奥

飛
驒
慕
情
﹄
の
歌
詞
そ
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
︒

そ
う
い
え
ば
︑
露
天
風
呂
で
男
性
が
口
ず
さ
ん
で

い
た
そ
の
歌
は
︑ま
さ
に﹃
奥
飛
驒
慕
情
﹄で
し
た
︒

奥
飛
驒
温
泉
に
来
て
よ
か
っ
た
と
︑
し
み
じ
み
と

思
い
な
が
ら
福
地
温
泉
を
あ
と
に
し
ま
し
た
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議

（
会
長
:
古
賀
誠
元
衆
議

院
議
員
）
は
10
月
19
日
︑
長

野
県
長
野
市
の
ホ
ク
ト
文
化

ホ
ー
ル
で
第
73
回
全
国
大
会

を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
に
は
︑
地
方
公
共

団
体
を
は
じ
め
︑
道
路
・
建

設
・
自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
事
業

者
・
団
体
な
ど
が
会
員
と
し

て
参
加
し
て
お
り
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己

会
長
は
同
会
議
の
副
会
長
を

務
め
て
い
る
︒

　

全
国
大
会
に
は
︑
全
国
各

地
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
な
ど
多
く
の
会
員
が
出

席
︒
９
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
︑
坂
本
全
ト
協

会
長
が
提
案
し
た
決
議
︵
別

掲
︶
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た
︒

　

な
お
︑
決
議
に
は
︑﹁
重

要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
﹂や
︑

﹁
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
︑

利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と

し
つ
つ
︑
事
業
者
向
け
割
引

の
継
続
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
等
の

利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策

の
推
進
︑
休
憩
施
設
の
機
能

強
化
︑
中
継
物
流
拠
点
の
整

備
﹂
︱
︱
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
︒

　

第
１
回
検
討
会
に
は
︑
坂

本
克
己
会
長
が
出
席
し
︑﹁
実

運
送
を
支
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー

や
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
た
め
︑

多
重
下
請
構
造
の
是
正
と
悪

質
事
業
者
の
排
除
を
業
界
と

し
て
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た
︒

　

今
後
︑
同
検
討
会
を
月
１

~
２
回
程
度
開
催
す
る
予
定
︒

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
な
ど

を
呼
び
か
け

第
63
回
﹁
正
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
５
年
11
月
16
日
㈭

~
６
年
１
月
10
日
㈬
の
期

間
︑
第
63
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
実

施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
︒
①
飲
酒
運
転
の

根
絶
︑
②
追
突
事
故
お
よ
び

交
差
点
に
お
け
る
事
故
防
止

の
徹
底
︑
③
過
労
運
転
防
止

の
徹
底
︱
︱
な
ど
15
項
目
を

掲
げ
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑
管
理

者
お
よ
び
従
業
員
が
一
体
と

な
り
︑
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
る
︒

　

な
お
︑
今
回
の
実
施
計
画

で
は
︑
依
然
と
し
て
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
飲
酒
運
転
事
案
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
全
ト
協

作
成
﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
令
和
５
年
10

月
一
部
改
訂
）﹂
を
活
用
し

指
導
を
徹
底
す
る
ほ
か
︑
車

輪
脱
落
事
故
防
止
に
つ
い
て
︑

全
ト
協
作
成
﹁
ス
ト
ッ
プ
!!

車
輪
脱
落
事
故
~
タ
イ
ヤ
交

換
作
業
の
手
順
と
方
法
~
﹂

等
を
活
用
し
︑
実
効
性
の
あ

る
再
発
防
止
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
る
︒

車
輪
脱
落
事
故
惹
起
の
行

政
処
分
強
化
で
整
備
管
理

者
に
解
任
命
令
も

10
月
1
日
施
行

　

国
土
交
通
省
で
は
10
月
１

日
か
ら
︑
自
動
車
運
送
事
業

者
及
び
整
備
管
理
者
に
対
す

る
行
政
処
分
を
強
化
し
︑
①

車
輪
脱
落
事
故
を
惹
起
し
た

自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
す

る
車
両
の
使
用
停
止
（
初
違

反
20
日
車
︑
再
違
反
40
日

車
）︑
②
一
定
期
間
に
複
数

回
の
車
輪
脱
落
事
故
を
惹
起

し
た
自
動
車
運
送
事
業
者
等

に
対
し
整
備
管
理
者
の
解
任

命
令
︱
︱
を
導
入
し
て
い

る
︒
こ
の
た
め
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
同
制
度

の
概
要
を
解
説
す
る
チ
ラ
シ

﹃
自
動
車
運
送
事
業
者
及
び

整
備
管
理
者
に
対
す
る
行
政

処
分
を
強
化
！
﹄を
制
作
し
︑

全
会
員
事
業
者
へ
配
布
す

る
︒
ま
た
︑
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
は
︑
掲
示
用

の
ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
み
印

刷
し
た
︒

冬
用
タ
イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
の

正
し
い
利
用
を
呼
び
か
け

今
冬
の
積
雪
期
を
前
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
国
土
交
通
省
か
ら
の
要

請
を
受
け
︑
会
員
事
業
者
に

対
し
て
大
型
車
の
冬
用
タ
イ

ヤ
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
の
注
意

事
項
に
つ
い
て
︑
チ
ラ
シ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
︵
写
真
︶
で

周
知
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
末
以
降
の
大
雪

に
よ
り
︑
関
越
自
動
車
道
や

北
陸
自
動
車
道
等
に
お
い
て

多
く
の
大
型
車
両
が
立
ち
往

生
し
た
こ
と
で
︑
大
量
の
車

両
が
路
上
に
滞
留
す
る
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
︑
国
交
省
で
は
３
年
１
月

に
関
係
団
体
か
ら
構
成
さ
れ

る
勉
強
会
を
設
置
し
︑
立
ち

往
生
の
原
因
や
防
止
策
に
つ

い
て
技
術
的
に
分
析
・
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
︑
大
型

車
の
運
送
事
業
者
お
よ
び
使

用
者
を
対
象
に
︑
冬
用
タ
イ

ヤ
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
の
注
意

事
項
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
周
知

を
行
っ
て
い
る
︒

　

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹁
雪
道
対
策
特
設
ペ
ー
ジ
﹂

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

第
78
回
「
広
報
委
員
会
」で

は
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
60

秒
程
度
の
ア
ニ
メ
を
制
作

し
︑
大
型
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
や

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
広
告
︑
映

画
館
等
で
放
映
︒
荷
主
や
消

費
者
に
行
動
変
容
を
促
す
こ

と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
④
で
は
︑﹁
物
流

革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
﹂
で
示
さ
れ
て
い
る
﹁
商

慣
行
の
見
直
し
﹂︑﹁
物
流
の

効
率
化
﹂︑﹁
荷
主
・
消
費
者

の
行
動
変
容
﹂
に
向
け
た
分

か
り
や
す
い
広
報
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
を
新
た
に
盛
り

込
ん
だ
︒

　

な
お
︑
翌
14
日
に
は
︑
兵

庫
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
原
岡

謙
一
会
長
）
主
催
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
の
視
察

を
行
っ
た
︒

　

第
78
回
﹁
広
報
委
員
会
﹂

（
中
川
才
助
委
員
長
）
が
︑

10
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

議
事
で
は
︑
①
令
和
５
年
度

広
報
事
業
の
進
捗
状
況
︑
②

﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
読
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
︑
③
﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

係
る
広
報
事
業
（
案
）︑
④

６
年
度
広
報
事
業
計
画（
案
）

︱
︱
等
に
つ
い
て
原
案
通
り

承
認
︒

　

①
で
は
︑
全
国
共
通
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
た
ほ
か
︑
③

令
和
５
年
度
広
報
事
業
の

進
捗
状
況
な
ど
を
審
議

第78回「広報委員会」（10月13日、ANAクラウン
プラザホテル神戸）

第
55
回
「
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
推
進
委
員
会
」

内
運
輸
工
業
㈱
社
長
・
東
京

都
）︑
古
谷
裕
子
氏
（
北
港

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
・

大
阪
府
）
の
３
氏
が
再
任
さ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
﹂
の
進
捗
状
況
︑

②
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
対

策
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
・
承

認
し
た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
①
瀬
戸
内
地

域
で
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
対
策
の
連
携
︑
②
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
森
﹂事
業
の
実
施
︑

③
軽
油
価
格
の
動
向
︑
④
全

ト
協
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
︑
⑤
﹁
改
正
省
エ
ネ
法
最

新
動
向
セ
ミ
ナ
ー
﹂
︱
︱
に

つ
い
て
報
告
し
た
︒

　

10
月
13
日
︑
第
55
回
﹁
環

境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
推
進
委
員

会
﹂
が
開
催
さ
れ
た
︒
同
委

員
会
は
︑
名
称
を
﹁
環
境
対

策
委
員
会
﹂
か
ら
﹁
環
境
対

策
・
Ｇ
Ｘ
推
進
委
員
会
﹂
に

変
更
し
て
初
め
て
の
会
で
あ

り
︑
冒
頭
に
行
わ
れ
た
正
副

委
員
長
の
選
任
で
は
︑
委
員

長
に
二
又
茂
明
全
ト
協
副
会

長
（
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
を
新
任
︒
副
委
員
長

に
は
武
田
秀
一
氏
（
武
田
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
・
北

海
道
）︑
竹
内
政
司
氏
（
竹

新
委
員
長
に
二
又
茂
明
氏
を
選
任

第55回「環境対策・GX推進委員会」（10月13日、
全ト協）

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
」
テ
ー
マ
に
全
国
研
修
会

開
催

女
性
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）

は
10
月
13
日
︑
令
和
５
年
度

全
国
研
修
会
を
開
催
︒﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の

対
応
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
︑
女

性
部
会
員
が
諸
課
題
に
対
す

る
見
識
を
深
め
た
︒

　

原
部
会
長
は
開
会
に
先
立

ち
︑﹁﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄

対
応
の
成
功
事
例
を
学
ぶ
こ

と
で
︑
女
性
部
会
員
一
同
が

﹃
２
０
２
４
年
問
題
を
乗
り

越
え
て
い
く
﹄
と
い
う
強
い

決
意
を
新
た
に
す
る
研
修
会

に
し
た
い
﹂と
力
強
く
宣
言
︒

　

続
い
て
︑
女
性
部
会
の
担

当
副
会
長
で
あ
る
楠
木
寿
嗣

氏
と
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹂
を
担
当
す
る
物
流
政

策
委
員
会
委
員
長
の
馬
渡
雅

敏
副
会
長
が
続
け
て
登
壇

し
︑
全
国
か
ら
参
集
し
た
１

１
４
人
の
女
性
部
会
員
を
激

励
し
た
︒

　

研
修
会
で
は
︑
福
貨
通
運

㈱
の
藤
井
ふ
ぢ
美
常
務
取
締

役
が
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
（
鉄

道
・
船
舶
）
に
よ
る
労
働
時

間
改
善
の
紹
介
﹂︑
鹿
央
運

輸
㈲
の
竹
下
由
美
代
表
取
締

役
が
﹁
２
０
２
４
年
問
題
に

対
応
し
た﹃
選
ば
れ
る
企
業
﹄

と
な
る
た
め
の
第
一
歩
﹂
と

題
し
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹂
に
対
す
る
取
り
組
み

の
事
例
発
表
を
行
っ
た
︒

　

ま
た
研
修
会
の
最
後
に

は
︑
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
各
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
活
動
状
況
が
報

告
さ
れ
︑
全
国
の
女
性
部
会

で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
内
容

の
情
報
共
有
を
図
っ
た
︒

寺
岡
副
会
長
が
「
利
用
し
や

す
い
高
速
道
路
」
実
現
に
向

け
て
訴
え

国
交
省
国
土
幹
線
道
路
部
会
で

全
ト
協
か
ら
の
要
望
を
発
表

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
24
日
︑
国
土
交
通
省
社

会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分

科
会
第
59
回
国
土
幹
線
道
路

部
会
（
部
会
長
:
朝
倉
康

夫
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授

・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
︑
関

連
３
面
）
に
出
席
し
︑
高
速

道
路
料
金
に
関
す
る
要
望
を

述
べ
た
︒

　

平
成
26
年
４
月
に
︑
高
速

道
路
の
料
金
水
準
が
普
通
区

間
︑
大
都
市
近
郊
区
間
︑
海

峡
部
特
別
区
間
の
３
つ
に
統

一
さ
れ
︑
こ
れ
に
伴
う
料
金

水
準
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て

い
る
︒
こ
の
期
間
が
令
和
６

年
３
月
ま
で
の
10
年
間
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
同
部

会
で
は
今
後
の
高
速
道
路
料

金
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
に
︑
道
路
利
用
者

団
体
や
地
方
公
共
団
体
︑
高

速
道
路
会
社
な
ど
の
関
係
団

体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
︒
年
内
を
目
途
に
同
料
金

に
つ
い
て
の
方
針
を
確
認
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
寺
岡
洋

一
副
会
長
（
道
路
委
員
長
）

と
若
林
陽
介
理
事
長
が
出

席
︒
寺
岡
副
会
長
が
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
現
状
や﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂︑
高

速
道
路
料
金
の
収
受
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
︑

﹁
高
速
道
路
料
金
の
引
下

げ
﹂︑﹁
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
実
質
50
％
割
引
へ
の
拡
充

・
恒
久
化
﹂︑﹁
Ｓ
Ａ
（
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
）・
Ｐ
Ａ
（
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
）
に
お
け
る

大
型
車
駐
車
マ
ス
の
拡
充

等
﹂︑﹁
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け

る
休
憩
施
設
の
拡
充
﹂
︱
︱

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
︒

　

出
席
委
員
か
ら
の
意
見
を

受
け
︑
寺
岡
副
会
長
は
﹁
荷

主
か
ら
の
高
速
道
路
料
金
収

受
１
０
０
％
収
受
に
向
け
て

全
ト
協
と
し
て
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
︑
難
し
い

面
が
あ
る
︒﹃
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹄
解
決
に
向
け
て

は
高
速
道
路
利
用
が
欠
か
せ

な
い
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
高
速
道
路
利
用
が
増
え

る
こ
と
で
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
責
務
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
︑
国
民

に
対
し
て
引
き
続
き
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
高
速
道
路

の
実
現
を
強
く
要
望
し
た
︒

多
重
下
請
構
造
是
正
な
ど
を

議
論多

重
下
請
構
造
の
あ
り
方

検
討
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
26
日
︑
第
１
回
﹁
多
重

下
請
構
造
の
あ
り
方
検
討

会
﹂（
委
員
長
:
平
島
竜

二
㈱
岸
貝
物
流
代
表
取
締

役
）
を
開
催
し
た
︒

　

政
府
が
今
年
６
月
に
取
り

ま
と
め
た
﹁
物
流
革
新
に
向

け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
で

は
︑
物
流
産
業
に
お
け
る
多

重
下
請
構
造
の
是
正
に
向

け
︑
元
請
事
業
者
等
が
実
運

送
事
業
者
を
把
握
で
き
る
よ

う
︑
台
帳
作
成
等
を
義
務
付

け
る
な
ど
︑
規
制
的
措
置
の

導
入
等
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
︒
全
ト
協
に
お
い

て
も
︑
多
重
下
請
構
造
の
是

正
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す

る
た
め
︑
同
検
討
会
を
設
置

し
た
︒

道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。

積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤを装着するととも
に、チェーンの携行・早めの装着を心掛けてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。

開会あいさつを行う原部会長（10月13日、明治
記念館）

全国大会では決議を満場一致で採択した（10月19日、ホクト文化ホール）

社会資本整備審議会道路分科会第59回国土幹
線道路部会（10月24日、国土交通省）

古賀誠会長

第1回「多重下請構造のあり方検討会」（10月
26日、全ト協）

決　

議

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一、	

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必
要
な
予
算
・
財
源
に
つい
て
、

令
和
五
年
度
補
正
予
算
を
例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

一、	

対
策
期
間
完
了
後
も
、
昨
今
の
地
震
・
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
の
災
害
の
状
況
も
踏
ま
え
た
上
で
、

切
れ
目
無
く
、
継
続
的
・
安
定
的
に
国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
国
土
強
靭

化
実
施
中
期
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
必
要
な
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確

保
す
る
こ
と

一、	

災
害
へ
の
備
え
及
び
観
光
等
の
経
済
活
動
を
支
え
る
基
礎
と
し
て
、
人
流
・
物
流
の
活
性
化

に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
四
車
線
化
等
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

一、	

重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

一、	

高
速
道
路
料
金
に
つい
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つつ
、
事
業
者
向
け
割
引
の
継
続

一、	

経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
推
進
を
図
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の
推
進
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
休
憩
施
設
の
機
能
強

化
、
中
継
物
流
拠
点
の
整
備
及
び
公
共
交
通
の
維
持
・
支
援

一、	

子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策
の
強
化
・
推
進
と
必
要

な
予
算
の
継
続
的
な
確
保

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
水
準
の
上
昇
に
対
応
す
る
中
で
も
必
要

な
道
路
整
備
・
管
理
が
計
画
的
・
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
令
和
六
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国

土
強
靭
化
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
成
長
力
・
国
際
競
争
力
強
化
・
生
産
性
向
上
に
資
す
る
公

共
事
業
を
含
む
、
令
和
五
年
度
補
正
予
算
を
速
や
か
に
編
成
す
る
こ
と
。

令
和
５
年
10
月
19
日　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
73
回
全
国
大
会

道
路
整
備
推
進
に
向
け
て
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択

道
路
整
備
推
進
に
向
け
て
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
7373
回
全
国
大
会

回
全
国
大
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
基
準
法
上
︑
使
用
者
は

退
職
金
を
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
義
務
は
な
く
︑
退
職
金
制

　

退
職
金
規
定
に
つ
い
て
お
た
ず
ね

し
ま
す
。
弊
社
の
就
業
規
則
で
は
、

退
職
金
の
支
給
要
件
と
し
て
対
象
を

一
定
の
勤
務
年
数
以
上
の
者
に
限
定

し
、
自
己
都
合
退
職
者
に
対
し
て
は

減
額
措
置
を
と
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
労
働
者
の

一
部
か
ら
「
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル

就
業
規
則
が
改
定
さ
れ
、
こ
う
し
た

支
給
制
限
規
定
は
削
除
さ
れ
た
は

ず
だ
」
と
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
弊
社
就
業
規
則
も

厚
労
省
の
モ
デ
ル
就
業
規
則
に
合
わ

せ
て
改
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

 第276回 

退職金規定、モデ
ル就規通りに改定
する必要はあるか

度
を
定
め
る
か
否
か
は
使
用
者
の
自
由

で
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
我
が
国
で
は

退
職
金
が
正
規
労
働
者
に
通
常
支
給

さ
れ
る
の
が
企
業
社
会
の
一
般
的
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
労
働
者
保
護
の
た

め
︑退
職
金
制
度
を
設
け
る
場
合
に
は
︑

就
業
規
則
に
︑
①
適
用
さ
れ
る
労
働
者

の
範
囲
︑
②
退
職
手
当
の
決
定
︑
計

算
及
び
支
払
い
の
方
法
︑
③
退
職
手
当

の
支
払
い
の
時
期
︱
︱
を
記
載
し
︑
制

度
を
明
確
化
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
（
労
基
法
第
89
条
第
３
号
の
２
・

相
対
的
必
要
記
載
事
項
）︒

　

こ
れ
を
受
け
︑
厚
生
労
働
省
の
モ
デ

ル
就
業
規
則
で
は
︑
退
職
金
規
定
を
次

の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
し
た
︒

﹁
第
54
条　

勤
続
○
年
以
上
の
労
働

者
が
退
職
し
又
は
解
雇
さ
れ
た
と
き
は
︑

こ
の
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
退
職

金
を
支
給
す
る
︒
た
だ
し
︑
自
己
都
合

に
よ
る
退
職
者
で
︑
勤
続
○
年
未
満
の

者
に
は
退
職
金
を
支
給
し
な
い
︒
ま
た
︑

第
68
条
第
２
項
に
よ
り
懲
戒
解
雇
さ
れ

た
者
に
は
︑
退
職
金
の
全
部
又
は
一
部

を
支
給
し
な
い
こ
と
が
あ
る
︒﹂

　

し
か
し
︑
今
年
に
な
っ
て
︑
６
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
の
﹁
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
３
﹂

（
骨
太
方
針
２
０
２
３
）
の
中
で
︑﹁
三

位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
﹂
の
一
つ
﹁
成

長
分
野
へ
の
労
働
移
動
の
円
滑
化
﹂
の

た
め
の
施
策
と
し
て
︑
退
職
金
制
度
の

改
善
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
︒そ
し
て
︑

﹁
転
職
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
指

摘
さ
れ
た
自
己
都
合
退
職
者
に
対
す
る

退
職
金
の
減
額
な
ど
の
労
働
慣
行
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
︑
そ
れ
に
合
わ

せ
厚
労
省
の
モ
デ
ル
就
業
規
則
も
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
︒
具

体
的
に
は
︑
退
職
金
規
定
の
条
文
の
う

ち
冒
頭
の
﹁
勤
続
○
年
以
上
の
﹂
と
︑

た
だ
し
書
の
﹁
自
己
都
合
に
よ
る
退
職

者
で
︑
勤
続
○
年
未
満
の
者
に
は
退
職

金
を
支
給
し
な
い
﹂
の
部
分
が
削
除
さ

れ
︑
次
の
よ
う
に
条
文
が
改
め
ら
れ
ま

し
た
︒

﹁
第
54
条　

労
働
者
が
退
職
し
又
は

解
雇
さ
れ
た
と
き
は
︑
こ
の
章
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
退
職
金
を
支
給
す
る
︒

た
だ
し
︑
第
68
条
第
２
項
に
よ
り
懲
戒

解
雇
さ
れ
た
者
に
は
︑
退
職
金
の
全
部

又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
あ

る
︒﹂

　

こ
の
結
果
︑モ
デ
ル
就
業
規
則
上
は
︑

短
期
間
勤
務
者
に
も
退
職
金
が
支
給

さ
れ
︑
自
己
都
合
退
職
者
に
対
す
る
減

額
も
行
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
︒
国
は
︑今
回
の
改
定
に
よ
り
︑

事
業
場
に
お
け
る
退
職
金
制
度
の
見
直

し
を
促
進
し
︑
雇
用
の
流
動
化
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
の
よ
う
で
す
が
︑

モ
デ
ル
就
業
規
則
自
体
に
法
的
な
強
制

力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
︑
あ
く
ま
で

も
モ
デ
ル
に
す
ぎ
な
い
た
め
︑
必
ず
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
た
が
っ
て
︑
改
定

す
る
か
し
な
い
か
は
貴
社
の
自
由
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
た
だ
︑
今
後
は
︑

社
会
的
趨す

う
せ
い勢
と
し
て
︑
退
職
金
の
支
給

要
件
が
緩
和
さ
れ
る
方
向
が
強
ま
る
と

い
う
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
お
い
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
︒

Ａ�
法
的
な
強
制
力
は
な
く
、

判
断
は
会
社
の
自
由

～夜間の運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		夜間、自分の車と対向車のライトで道路の中央付近の歩行者が見えな
くなることがある。（	○・×	）

❷		薄暮時に早めにライトを点灯すると、まぶしいなど他車に迷惑を与え
るので、できるだけ遅く点灯する。（	○・×	）

❸		対向車のライトがまぶしいときは、視点をやや右前方に移して目がく
らむのを防ぐ。（	○・×	）

❹		夜間に走行するとき、バスやタクシー以外の車は室内灯をつけないよ
うにする。（	○・×	）

❺		夜間に故障等でやむを得ず高速道路に駐停車するときは、非常点滅表
示灯などをつければ、停止表示器材は置かなくてもよい（	○・×	）

（解答は7面）

　

タ
イ
ヤ
か
ら

空
気
が
漏
れ
出

す
こ
と
を
﹁
パ

ン
ク
﹂
と
い
い

ま
す
︒
１
か
月
単
位
で
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が

低
下
す
る
現
象
の
こ
と
は
﹁
自
然
漏
え
い
﹂

と
呼
び
︑
パ
ン
ク
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
が
︑

空
気
圧
点
検
を
行
わ
ず
に
使
い
続
け
れ
ば
︑

タ
イ
ヤ
全
体
の
構
造
が
疲
弊
し
て
い
き
︑
高

速
道
路
で
の
走
行
耐
久
性
が
急
激
に
弱
ま
り

ま
す
︒

　

空
気
圧
が
低
下
す
る
速
度
は
︑
最
初
の
６

か
月
が
最
も
速
く
︑
そ
こ
か
ら
徐
々
に
緩
や

か
に
な
り
ま
す
︒
自
然
漏
え
い
は
︑
適
正
空

気
圧
の
70
％
程
度
ま
で
低
下
す
る
と
ほ
ぼ
止

ま
り
ま
す
が
︑
そ
の
頃
に
は
タ
イ
ヤ
全
体
に

は
タ
イ
ヤ
と
同
様
に

ゴ
ム
製
の
た
め
︑
時

間
の
経
過
と
と
も
に

劣
化
し
︑
突
然
︑
空
気
が
漏
れ
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

　

そ
の
バ
ル
ブ
コ
ア
を
保
護
す
る
の
が
︑
黒
色
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
で
す
︒
指
で

右
に
回
せ
ば
締
ま
り
︑
左
に
回
せ
ば
外
れ
る
も

の
で
す
が
︑
実
は
こ
の
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
の
締
め

方
次
第
で
︑
バ
ル
ブ
コ
ア
損
傷
に
よ
る
パ
ン
ク
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

そ
の
方
法
は
至
っ
て
簡
単
で
す
︒
空
気
注
入

口
に
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
を
は
め
込
み
︑
指
で
軽
く

右
に
回
し
て
い
く
と
一
度
止
ま
り
ま
す
︒
こ
れ
を

﹁
仮
締
め
状
態
﹂
と
い
い
ま
す
が
︑
そ
こ
か
ら

強
い
力
で
右
方
向
へ
さ
ら
に
90
度
回
す
と
︑
完

全
に
締
ま
り
ま
す
︒
バ
ル
ブ
コ
ア
損
傷
の
程
度

が
大
き
い
場
合
は
︑
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
た

瞬
間
に
﹁
シ
ュ
ー
﹂
と
い
う
音
が
出
て
空
気
が
漏

多
く
の
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
さ
れ
︑
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
空
気
圧
を
適
正
値
ま
で
補
充
し
て
も
︑
金

属
疲
労
が
残
り
ま
す
︒
こ
の
よ
う
な
事
態
は
︑

定
期
的
な
タ
イ
ヤ
ケ
ア
を
実
践
す
れ
ば
抑
止
可

能
で
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
路
面
に
落
ち
て
い
る
ク
ギ

を
走
行
中
に
踏
ん
で
空
気
漏
れ
を
起
こ
す
パ
ン

ク
や
︑
ホ
イ
ー
ル
の
金
属
疲
労
に
よ
る
パ
ン
ク
な

ど
は
不
可
抗
力
的
な
要
素
が
大
き
く
︑
日
頃
の

タ
イ
ヤ
ケ
ア
で
は
な
か
な
か
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
︒
し
か
し
そ
の
中
で
︑﹁
バ
ル
ブ
コ
ア
損
傷
﹂

に
よ
る
パ
ン
ク
だ
け
は
︑
タ
イ
ヤ
ケ
ア
で
予
防
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
︒

　

空
気
注
入
口
の
バ
ル
ブ
コ
ア
に
は
パ
ッ
キ
ン
が

付
属
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
よ
り
タ
イ
ヤ
内
の

空
気
を
密
封
保
管
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
パ
ッ
キ
ン

れ
出
し
ま
す
が
︑
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
が
完
全
に
締

ま
っ
た
状
態
で
あ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
低

下
し
ま
せ
ん
︒

　

た
だ
し
︑
仮
締
め
状
態
の
場
合
は
︑
バ
ル
ブ

コ
ア
損
傷
の
度
合
い
に
よ
っ
て
︑
空
気
が
抜
け
て

い
き
ま
す
︒
大
型
ト
ラ
ッ
ク
用
の
タ
イ
ヤ
（
空
気

圧
値
９
０
０
kPa
）
を
例
に
挙
げ
る

と
︑
す
べ
て
の
バ
ル
ブ
コ
ア
を
︑
現

実
的
に
発
生
し
や
す
い
損
傷
レ
ベ

ル
の
状
態
に
細
工
し
て
︑
バ
ル
ブ
キ

ャ
ッ
プ
を
仮
締
め
状
態
の
ま
ま
24

時
間
放
置
す
る
と
︑
30
~
２
０
０

kPa
ほ
ど
空
気
圧
が
低
下
す
る
と
い

う
実
験
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑﹁
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
を

完
全
に
締
め
れ
ば
︑
不
測
の
パ
ン

ク
を
予
防
で
き
る
﹂
と
い
う
こ
と

で
す
︒
タ
イ
ヤ
点
検
の
際
は
︑
バ

ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
の
有
無
を
見
る
だ
け

で
な
く
︑
そ
の
締
ま
り
具
合
も
自

分
の
指
で
回
し
て
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
︒

 

第
148
回 

「
バ
ル
ブ
キ
ャ
ッ
プ
の
正
し
い
締
め
方
」

（10月20日号）

　

国
土
交
通
省
は
10
月
24

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
第
59
回
国
土
幹

線
道
路
部
会
（
部
会
長
:

朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
名

誉
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
し
︑﹁
高
規
格

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

方　

中
間
と
り
ま
と
め
~
経

済
成
長
と
国
土
安
全
保
障
を

実
現
す
る
シ
ー
ム
レ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
~
﹂（
案
）

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
︒

　

同
部
会
で
は
︑
今
年
３
月

10
日
開
催
の
第
54
回
部
会
以

降
︑
高
規
格
道
路
を
は
じ
め

と
す
る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
必
要
性
・
効
果
や
︑

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
利
用
促

進
の
手
続
き
︑
高
規
格
道
路

の
手
続
き
等
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
て
き
た
︒
同
と
り
ま

と
め
で
は
︑
２
０
５
０
年
の

将
来
を
見
据
え
︑
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
も
特

に
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
︑

そ
の
構
築
に
あ
た
っ
て
の
基

本
方
針
等
を
と
り
ま
と
め
る
︒

　

同
と
り
ま
と
め
（
案
）
で

は
︑
次
世
代
の
高
規
格
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討
に
あ

た
り
︑﹁﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄

物
流
危
機
の
中
で
の
安
定
的

な
物
流
の
維
持
﹂
な
ど
４
つ

の
重
点
課
題
を
掲
げ
た
上

で
︑
基
本
方
針
を
整
理
︒
ま

た
︑
今
後
の
高
規
格
道
路
が

果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て

﹁
経
済
成
長
・
物
流
強
化
﹂

な
ど
を
掲
げ
︑
人
口
減
少
の

中
で
物
流
業
の
構
造
的
な
人

手
不
足
に
対
応
し
て
い
く
た

め
︑
貨
物
鉄
道
や
海
上
輸
送

と
の
連
携
強
化
︑
中
継
輸
送

等
の
た
め
の
拠
点
整
備
︑
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行

環
境
整
備
や
休
憩
機
能
の
充

実
な
ど
︑
総
合
的
な
物
流
支

援
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
た
︒

　

同
と
り
ま
と
め
は
︑
委
員

か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

上
で
公
表
︒
今
後
地
域
へ
の

意
見
聴
取
を
経
た
上
で
︑
高

規
格
道
路
の
指
定
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
る
︒

	

令
和
５
年
度
﹁
年
末
年
始

の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全

総
点
検
﹂
を
実
施

12
月
10
日
〜
６
年
１
月
10
日

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
12
月

10
日
㈰
~
令
和
６
年
１
月
10

日
㈬
に
か
け
て
︑
令
和
５
年

度
﹁
年
末
年
始
の
輸
送
等
に

関
す
る
安
全
総
点
検
﹂
を
実

施
す
る
︒

　

日
々
の
国
民
生
活
や
経
済

活
動
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る

輸
送
機
関
等
の
﹁
安
全
・
安

心
﹂
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ

る
が
︑
特
に
大
量
の
輸
送
需

要
が
発
生
し
︑
輸
送
機
関
等

に
人
流
・
物
流
が
集
中
す
る

年
末
年
始
は
︑
ひ
と
た
び
事

故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は

大
き
な
被
害
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
︒

　

今
年
度
の
総
点
検
で
は
︑

重
点
点
検
事
項
を
次
の
通
り

定
め
て
い
る
︒

[
運
輸
]

▪
安
全
管
理
（
特
に
乗
務
員

の
健
康
状
態
︑
過
労
状
態
の

確
実
な
把
握
︑
乗
務
員
に
対

す
る
指
導
監
督
体
制
）
の
実

施
状
況

▪
自
然
災
害
︑
事
故
等
発
生

時
の
乗
客
等
の
安
全
確
保
の

た
め
の
通
報
・
連
絡
・
指
示

４
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
︑

﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
向
け
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
等
導
入
等
支
援
事
業

（
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
の

導
入
支
援
事
業
︑
業
務
効
率

化
・
経
営
力
強
化
事
業
及
び

人
材
確
保
・
育
成
事
業
）﹂

を
実
施
し
て
い
る
（
事
業
執

行
団
体
:
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
）︒

　

対
象
と
な
る
の
は
︑﹁
予

約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入

支
援
事
業
﹂︑﹁
業
務
効
率
化

・
経
営
力
強
化
事
業
﹂︑﹁
人

材
確
保
・
育
成
事
業
﹂
の
３

事
業
︵
左
表
︶︒

　

申
請
資
格
は
︑
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
（
資
本
金

３
億
円
以
下
ま
た
は
従
業
員

数
３
０
０
人
以
下
で
︑
保
有

車
両
５
台
以
上
の
事
業
者
）

で
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推

進
運
動
の
自
主
行
動
宣
言
︑

﹁
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度

認
証
制
度
（
働
き
や
す
い
職

場
認
証
制
度
）﹂
取
得
︑﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂

の
い
ず
れ
か
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
条
件
︒
な
お
︑
現
在
前

述
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂

推
進
運
動
の
自
主
行
動
宣
言

に
つ
い
て
は
︑
中
小
運
送
事

業
者
で
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
満

た
す
こ
と
が
可
能
︒
一
部
の

事
業
に
つ
い
て
は
︑
荷
主
企

業
等
や
リ
ー
ス
会
社
も
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

補
助
対
象
期
間
は
︑
導
入

（
実
施
）後
申
請
の
場
合
は
︑

４
年
11
月
８
日
か
ら
申
請
日

（
５
年
11
月
30
日
）
ま
で
の

期
間
︒
導
入
（
実
施
）
前
申

請
の
場
合
は
︑
交
付
決
定
日

か
ら
５
年
12
月
31
日
ま
で
の

期
間
（
た
だ
し
︑
費
用
の
支

払
は
６
年
１
月
31
日
ま
で
の

期
間
）
で
︑
期
間
内
に
導
入

し
︑
補
助
対
象
費
用
の
支
払

い
を
終
え
て
い
る
こ
と
が
必

要
条
件
︒

　

予
算
額
は
約
６
千
万
円

で
︑
補
助
対
象
事
業
の
区
別

な
く
先
着
順
で
受
け
付
け
︑

予
算
に
達
す
る
直
前
で
締
め

切
る
︒

　

な
お
︑
事
業
の
詳
細
等
に

つ
い
て
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
︒

11
月
は
﹁
過
重
労
働
解

消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
期
間

時
間
外
労
働
上
限
規
制
適
用

に
向
け
時
間
外
労
働
の
削
減
を

　

今
般
︑
武
見
敬
三
厚
生
労

働
大
臣
名
で
﹁
長
時
間
労
働

削
減
を
始
め
と
す
る
働
き
方

の
見
直
し
に
向
け
た
取
組
に

関
す
る
要
請
書
﹂
が
発
出
さ

れ
た
︒
厚
生
労
働
省
で
は
︑

長
時
間
労
働
の
削
減
を
は
じ

め
と
す
る
働
き
方
の
見
直
し

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
︑
11
月
を
﹁
過
重

労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

期
間
と
定
め
︑
集
中
的
な
周

知
啓
発
等
を
行
う
︒

　

要
請
書
で
は
︑
次
の
取
り

組
み
な
ど
を
着
実
に
実
施
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
働
き
方
の
見
直
し
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

に
は
︑
長
時
間
労
働
を
前
提

と
し
た
労
働
慣
行
か
ら
の
脱

却
を
図
る
と
と
も
に
︑
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

雰
囲
気
を
醸
成
す
る
た
め
の

取
り
組
み
等
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
︑
②
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
が
適
用
猶
予
さ
れ

て
い
る
事
業
・
業
務
に
つ
い

て
は
︑そ
の
適
用
に
向
け
て
︑

時
間
外
労
働
の
一
層
の
削
減

に
努
め
る
な
ど
︑
準
備
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
︑
③
今
年

４
月
１
日
か
ら
の
︑
中
小
企

業
に
お
け
る
月
60
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
率
の
引
上
げ
へ
の

対
応
も
含
め
︑
時
間
外
労
働

に
対
す
る
割
増
賃
金
を
適
正

に
支
払
う
こ
と
︒

体
制
の
整
備
・
構
築
状
況

[
危
機
管
理
]

▪
テ
ロ
防
止
の
た
め
の
警
戒

体
制
の
整
備
状
況
や
乗
客
等

の
安
心
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
︑
テ
ロ
発
生
時
の
通
報

▪
連
絡
・
指
示
体
制
の
整
備

状
況
お
よ
び
テ
ロ
発
生
を
想

定
し
た
訓
練
の
実
施
状
況

▪
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
︑
事
業

継
続
計
画
の
策
定
状
況
︑
対

策
に
必
要
な
物
資
等
の
備
蓄

状
況
お
よ
び
職
場
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策
の
周
知
・
徹

底
状
況
な
ど
の
感
染
症
対
策

の
実
施
状
況

　

ま
た
︑
物
流
・
自
動
車
局

（
自
動
車
交
通
関
係
）
重
点

点
検
事
項
は
︑
図
の
通
り
︒

　

国
交
省
で
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
総
点
検
の
実
施
に
よ

る
自
動
車
輸
送
の
安
全
確
保

の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

	
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
の

導
入
支
援
事
業
な
ど

令
和
４
年
度
補
正
予
算

補
助
事
業
募
集
中

　

国
土
交
通
省
は
９
月
28
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で
︑
令
和

高
規
格
道
路
指
定
に
向
け
て　
　

　
　
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表
へ

重
点
課
題
に
「
安
定
的
な
物
流
の

維
持
」
な
ど
掲
げ
る

図　物流・自動車局（自動車交通関係）重点点検事項
①軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況
②健康管理体制の状況
③運転者に過労運転を行わせないための安全対策の実施状況
④運転者に飲酒運転や薬物運転等を行わせないための安全対策の実施
状況

⑤車両の日常点検整備、定期点検整備等の実施状況（特に大型自動車
の車輪脱落事故防止対策およびスペアタイヤ等の定期点検実施状況）

⑥大雪に対する輸送の安全確保の実施状況
（※トラック運送事業関係は②～⑥）
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ト
ラ
ッ
ク
関
係
66
人
が
受
賞

令
和
５
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

国
土
交
通
省
は
10
月
26
日
︑

令
和
５
年
﹁
自
動
車
関
係
功

労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を
国
交

省
で
挙
行
し
た
︒

　

受
賞
者
数
は
２
０
３
人
で
︑

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

関
係
は
66
人
が
受
賞
︒
国
土

交
通
省
の
國
場
幸
之
助
副
大

臣
か
ら
受
領
代
表
の
山
口
嘉

彦
氏
（
㈱
エ
ス
ラ
イ
ン
ギ
フ
代

表
取
締
役
会
長
）
へ
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
︵
写
真
︶︒

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
）︒

答え合わせ

︻
経
営
者
等
︵
40
人
︶︼

▽
木
戸
浦
久
（
東
一
運
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
中
村

暢
幸
（
㈲
大
厚
運
輸
代
表
取

締
役
）
▽
野
村
泰
司
（
㈱
の

む
ら
葬
祭
取
締
役
会
長
）
▽

渡
邊
英
俊
（
北
海
道
フ
ー
ズ

輸
送
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
髙
橋
嘉
信
（
岩
手
雪
運
㈱

代
表
取
締
役
会
長
）▽
斎
藤
匡

（
河
北
ト
ラ
ッ
ク
㈱
代
表
取

締
役
）
▽
平
良
夫
（
㈱
平
産

業
運
輸
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
熊
谷
寛
静
（
行
方
運
送
㈱

取
締
役
会
長
）
▽
佐
藤
修
（
佐

藤
運
送
㈲
代
表
取
締
役
）
▽

飯
島
茂
雄
（
飯
島
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
）
▽
大
石
登
（
大

石
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
尾
野
嘉
昭
（
カ
ネ
オ
興
運

㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
▽
田

澤
功
（
コ
ス
モ
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
田
中
敏
之

（
新
聞
輸
送
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
渡
邊
直
人
（
㈱
ワ

タ
コ
ー
代
表
取
締
役
）
▽
加

賀
式
美
（
加
賀
運
送
㈲
代
表

取
締
役
）
▽
片
岡
祥
守
（
㈲

片
岡
運
送
代
表
取
締
役
）
▽

加
藤
浩
介
（
㈱
カ
ト
ー
物
流

代
表
取
締
役
）
▽
齋
藤
公
雄

（
㈱
多
摩
流
通
代
表
取
締
役

会
長
）
▽
嶋
村
文
男
（
島
村

運
輸
倉
庫
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
鈴
木
隆
志
（
㈱
日
本

カ
ー
ゴ
エ
キ
ス
プ
レ
ス
代
表
取

締
役
）
▽
寅
谷
和
男
（
㈲
丸

和
運
送
代
表
取
締
役
）
▽
舟

津
元
弘
（
舟
津
運
送
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
石
井
敦
子

（
昭
和
運
輸
倉
庫
㈱
代
表
取

締
役
）
▽
三
原
輝
美
（
㈲
三

原
運
輸
商
事
代
表
取
締
役
）

▽
風
間
賢
治
（
㈱
か
ざ
ま
会

館
代
表
取
締
役
）
▽
窪
川
一

（
甲
和
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）

▽
山
口
嘉
彦
（
㈱
エ
ス
ラ
イ
ン

ギ
フ
代
表
取
締
役
会
長
）
▽

松
浦
明
（
三
笠
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
会
長
）
▽
宇
野
賢
志

（
㈲
宇
野
エ
キ
ス
プ
レ
ス
代
表

取
締
役
社
長
）▽
日
下
部
昇
吾

（
㈱
八
鹿
逓
送
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
西
川
直
利
（
㈱
運

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
和
田

耕
司
（
㈱
和
田
物
流
代
表
取

締
役
）
▽
櫻
井
正
明
（
㈱
櫻

井
葬
儀
店
代
表
取
締
役
）
▽

木
村
正
昭
（
㈱
ケ
イ
・
エ
ム

運
輸
機
工
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
於
久
初
治
（
元
・
熊
本
旭

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
北
田
秀
文
（
㈱
九
州
運
輸

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
仲
摩

一
夫
（
㈱
別
府
急
配
代
表
取

締
役
社
長
）
▽
山
下
柾
規
（
安

心
院
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
新
垣
正
仙
（
㈱
小
禄

運
輸
代
表
取
締
役
社
長
）

︻
運
転
者
︵
26
人
︶︼

▽
五
十
嵐
孝
行
（
㈱
み
ち
の

く
企
業
）
▽
柳
瀨
稔
（
真
岡

運
送
㈱
）
▽
小
澤
勝
良
（
前

橋
運
輸
㈱
）
▽
小
宮
良
次
（
㈱

新
鮮
便
）
▽
塚
越
均
（
群
馬

く
み
あ
い
運
輸
㈱
）
▽
半
田

光
男
（
㈱
野
村
運
送
）
▽
池

上
昭
夫
（
京
葉
ロ
ジ
コ
㈱
）

▽
藤
原
大
治
（
京
葉
臨
海
通

運
㈱
）
▽
加
藤
友
吉
（
東
京

福
山
通
運
㈱
）▽
髙
見
澤
勝
也

（
山
梨
流
通
㈱
）▽
鈴
木
宏
彦

（
濃
飛
倉
庫
運
輸
㈱
）
▽
金

子
隆
司
（
ト
ヨ
タ
輸
送
関
東

㈱
）
▽
近
藤
弘
衛
（
丸
一
運

輸
㈱
）
▽
山
下
初
雄
（
小
松

運
輸
㈱
）
▽
三
田
讓
司
（
太

陽
運
輸
㈱
）
▽
杉
本
裕
貴
（
日

進
運
輸
倉
庫
㈱
）▽
内
山
良
太

（
㈱
喜
谷
運
送
サ
ー
ビ
ス
）

▽
寺
尾
正
和（
国
田
運
送
㈲
）

▽
川
合
隆
（
辻
岡
運
輸
㈱
）

▽
五
味
哲
也（
㈲
楠
谷
運
送
）

▽
杉
原
安
昭（
根
岸
運
送
㈱
）

▽
新
田
守
（
㈲
高
橋
木
材
運

輸
）
▽
若
林
秀
行
（
㈱
キ
ン

グ
・
ラ
イ
ン
）
▽
藤
井
盛
夫

（
福
山
通
運
㈱
）
▽
辻
勝
行

（
㈱
ム
ロ
オ
）
▽
杉
本
弘
次

（
熊
交
エ
ク
ス
プ
レ
ス
㈱
）

表　対象事業
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﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
ま
で
５
か

月
弱
に
な
っ
た
︒
最
近
は
マ
ス
コ

ミ
が
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
取

り
上
げ
る
頻
度
も
増
え
︑
一
般
の

人
た
ち
の
物
流
へ
の
関
心
も
少
し

ず
つ
高
ま
り
つ
つ
あ
る
︒
こ
れ
は

取
引
先
と
の
交
渉
に
お
い
て
は
追

い
風
に
な
り
︑
業
界
に
と
っ
て
は

喜
ば
し
い
状
況
と
い
え
る
︒
だ
が
︑

反
面
︑
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
︒

そ
れ
は
﹁
業
界
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
﹂

と
で
も
い
え
る
よ
う
な
論
調
が
一

部
に
み
ら
れ
る
こ
と
だ
︒

　

先
日
︑
あ
る
中
小
事
業
者
か
ら

﹁
と
て
も
２
０
２
４
年
問
題
に
対

応
で
き
そ
う
も
な
い
︒
ど
う
し
た

ら
良
い
だ
ろ
う
か
﹂と
聞
か
れ
た
︒

そ
こ
で
即
座
に
︑﹁
そ
ん
な
こ
と
を

今
ご
ろ
言
っ
て
も
遅
い
で
す
よ
﹂

と
冷
た
く
答
え
た
︒
し
か
し
︑
ま

じ
め
な
経
営
者
だ
し
︑
突
き
放
す

だ
け
で
は
な
く
﹁
来
年
３
月
ま
で

に
抜
本
的
な
経
営
改
革

は
難
し
い
が
︑
労
働
時

間
を
少
し
で
も
短
縮
す

る
た
め
の
対
処
療
法
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
﹂
と
助
け
船
を
出

し
た
︒
前
回
の
当
欄
で

書
い
た
高
速
道
路
利
用

な
ど
も
対
処
療
法
の
一

つ
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
帰
路
は
一
般
道
路

を
走
っ
て
い
た
が
︑
帰
り
が
空

車
で
も
高
速
道
路
を
利
用
す
れ

ば
︑
そ
れ
だ
け
で
時
間
短
縮
に

な
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
も

よ
る
が
︑
帰
路
も
高
速
利
用
に

す
れ
ば
９
６
０
時
間
に
近
づ
け

た
り
︑
あ
る
い

は
ク
リ
ア
で
き

る
ケ
ー
ス
も
あ

る
︒も
ち
ろ
ん
︑

荷
主
に
復
路
の

高
速
料
金
も
要

請
す
る
︒
事
前

の
合
意
が
望
ま

し
い
が
︑﹁
合
意

で
き
な
い
場
合

に
は
︑
高
速
料

金
は
自
腹
で
で

も
︑
時
間
短
縮

を
先
行
し
て
実

施
す
る
︒
並
行

し
て
︑
荷
主
と

の
交
渉
を
続
行

す
る
と
い
う
方

法
も
あ
る
﹂︒
要
は
労
働
時
間

短
縮
に
向
け
て
︑
そ
れ
だ
け
の

決
意
と
覚
悟
が
あ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
︒

　

そ
の
他
に
も
︑
待
機
時
間
を

短
縮
す
る
手
法
な
ど
︑
対
処
療

法
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
︒

そ
の
よ
う
な
﹁
緊
急
措
置
で
対
応

し
な
が
ら
︑
抜
本
的
な
労
働
時
間

短
縮
に
取
り
組
む
﹂︒
そ
の
た
め

に
は
﹁
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
﹂

と
い
う
甘
い
気
持
ち
で
は
い
け
な

い
︒
ど
う
し
て
も
﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
を
ク
リ
ア
す
る
と
い
う
強

い
姿
勢
で
臨
む
よ
う
に
︑
経
営
者

を
叱
咤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

そ
れ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
で
あ

り
︑
事
業
者
の
た
め
で
あ
り
︑
ひ

い
て
は
業
界
の
社
会
的
地
位
を
向

上
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
だ
︒

従
来
と
は
状
況
が
違
う
の
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
一
方
で
は
﹁
業
界
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
﹂
と
も
い
え
る
風
潮
も

あ
る
︒﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
ク

リ
ア
で
き
そ
う
も
な
い
事
業
者
の

心
理
に
訴
え
る
よ
う
な
論
調
で
あ

る
︒
対
応
で
き
ず
に
い
る
事
業
者

の
潜
在
的
な﹁
不
満
﹂に
共
鳴
し
︑

﹁
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
こ
と

を
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
﹂
と
共
感

を
呼
ぶ
︒
だ
が
︑
一
時
的
な
気
休

め
や
ガ
ス
抜
き
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

や
事
業
者
︑
業
界
の
将
来
に
も
プ

ラ
ス
に
な
ら
な
い
︒

　

い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
︑
何
と

し
て
で
も
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

を
乗
り
切
れ
と
叱
咤
し
︑
わ
ず
か

な
時
間
で
も
取
り
組
め
る
処
方
箋

を
示
す
こ
と
で
あ
る
︒

第
328
回

いま必要なのは対処療法の処方箋

栄冠をつかんだ各部門優勝者

女性部門神奈川県代表・齋藤慈さんが選手宣誓

法規や運転常識などを短答式で問う学科競技

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
全

ト
協
が
昭
和
44
年
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
歴
史
あ
る
大

会
で
︑
今
大
会
で
55
回
を
数

え
る
︒
令
和
２
年
の
第
52
回

大
会
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み

中
止
と
な
っ
た
が
︑
昨
年
と

一
昨
年
は
来
場
者
を
制
限
す

る
な
ど
︑
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
と
っ
て
の
開
催
で
あ

り
︑
今
年
の
よ
う
に
制
限
が

な
い
通
常
開
催
は
実
に
４
年

ぶ
り
と
な
っ
た
︒
規
制
解
除

を
受
け
︑
出
場
選
手
の
企
業

関
係
者
に
加
え
て
選
手
の
友

人
・
知
人
︑
家
族
な
ど
の
応

援
も
復
活
し
︑
活
気
あ
る
会

場
が
戻
っ
た
︒
開
会
式
で
も

同
じ
く
４
年
ぶ
り
に
選
手
宣

検
・
簡
易
コ
ー
ス
走
行
・
課

題
走
行
を
実
施
︒
日
常
点
検

で
は
︑
タ
イ
ヤ
の
ナ
ッ
ト
を

点
検
ハ
ン
マ
で
打
刻
す
る
音

と
選
手
の
点
検
結
果
の
申
告

が
会
場
に
高
ら
か
に
響
い

た
︒
そ
の
後
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

車
し
︑
簡
易
コ
ー
ス
走
行
︑

隘あ
い

路
走
行
︑
ス
ラ
ロ
ー
ム
走

行
（
前
進
）
の
課
題
走
行
を

実
施
︒
さ
ら
に
︑
同
研
修
所

の
講
堂
で
は
法
規
・
構
造
機

能
・
運
転
常
識
を
短
答
式
で

回
答
す
る
学
科
競
技
を
行
っ

た
︒

　

２
日
目
の
実
科
競
技
・
運

転
技
能
は
︑
広
大
な
会
場
を

使
っ
て
︑
高
速
周
回
路
︑
幹

線
︑
模
擬
市
街
路
な
ど
様
々

な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
コ
ー

ス
走
行
と
︑
難
易
度
の
高
い

課
題
走
行
で
あ
る
後
退
ス
ラ

ロ
ー
ム
か
ら
連
続
す
る
Ｓ
字

後
退
を
経
て
︑
車
庫
入
れ
を

行
っ
た
︒
プ
ロ
と
い
え
ど
も

普
段
は
な
か
な
か
行
う
機
会

の
少
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
披

露
さ
れ
る
瞬
間
を
︑
会
場
の

応
援
団
は
か
た
ず
を
呑
ん
で

見
守
っ
た
︒
車
庫
入
れ
完
了

の
申
告
で
﹁
よ
し
！
﹂
と
選

手
の
大
き
な
声
が
上
が
る

と
︑
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
は
盛

ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
た
︒

　

両
日
と
も
︑
穏
や
か
な
天

候
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
︑
大
会
は

順
調
に
進
行
し
た
︒

誓
が
行
わ
れ
︑
大
会
の
幕
開

け
を
告
げ
た
︒

　

10
月
21
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
は
︑
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研

修
所
で
︑
学
科
競
技
と
実
科

競
技
が
行
わ
れ
た
︒
１
日
目

の
実
科
競
技
で
は
︑
日
常
点

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
10
月
21
日
~
23
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
、
第
55
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
（
１
面
に
詳
細
）。
出
場
選
手

が
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
日
本
一
の
座
を
競
い
合
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
地

区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
、
１
３
９
人
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー

が
奮
闘
し
た
今
大
会
を
振
り
返
る（
１
・
５
面
に
関
連
）。

鶴
田　

浩
久

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
長

　

全
国
１
１
２
５
人
の
参
加

者
の
中
で
︑
知
識
と
技
能
の

最
高
峰
に
立
ち
ま
し
た
皆
様

方
︑
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
と
い
う
こ
と
で
︑
多
く

の
方
が
物
流
の
今
後
に
注
目

し
て
い
ま
す
︒
実
は
︑
物
流

は
モ
ノ
を
運
ん
で
い
る
だ
け

で
は
な
く
て
︑
コ
ト
も
運
ん

で
い
る
と
︑
私
は
常
々
思
っ

て
い
ま
す
︒
皆
様
に
は
ま
さ

に
︑
日
々
の
暮
ら
し
と
経
済

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
︒

　

今
日
︑
表
彰
式
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
︑

受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
喜
び
よ

う
と
い
う
の
が
︑
皆
様
方
が

い
か
に
日
々
努
力
を
さ
れ
て

牧　

丈
二

警
察
庁
交
通
局
調
査
官

き
た
か
と
い
う
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
︒
皆
様
方
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
︑
物
流
が
ま
す

ま
す
人
々
の
役
に
立
っ
て
い

く
よ
う
︑
そ
こ
を
皆
様
に
し

っ
か
り
と
支
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

し
て
︑
私
か
ら
の
感
謝
︑
そ

し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
に
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
︑
ご
臨
席
の
皆

様
方
に
は
平
素
か
ら
交
通
警

察
は
も
と
よ
り
︑
警
察
行
政

の
各
範
囲
に
わ
た
り
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
︑
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
︒

　

第
55
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク

　

ま
た
︑
競
技
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
︑
本
日
栄
え
あ
る

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
選
手
・

事
業
者
の
皆
様
︑
ま
こ
と
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

　

安
全
・
安
心
を
担
う
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
日
頃

か
ら
の
努
力
の
積
み
重
ね
が

実
を
結
ん
だ
も
の
と
︑
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
︒
一
昨
日
と
昨
日
︑
茨
城

県
ひ
た
ち
な
か
市
の
安
全
運

転
中
央
研
修
所
に
お
い
て
行

わ
れ
た
学
科
競
技
と
実
科
競

技
で
は
︑
皆
様
大
変
真
剣
に

競
技
に
取
り
組
ま
れ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
︒

　

今
後
も
そ
の
高
度
な
運
転

技
能
と
専
門
知
識
を
活
か

し
︑
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模

範
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

（
1
面
に
関
連
）

国
交
大
臣
賞
・
全
ト
協
会
長
特
別
賞

　

中
小
企
業
所
属
の
総
合
得

点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ

る﹁
国
土
交
通
大
臣
賞
﹂は
︑

ト
レ
ー
ラ
部
門
・
愛
媛
県
代

表
の
山
本
英
司
さ
ん
（
住
化

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
愛
媛
事

業
所
運
輸
部
輸
送
課
）
が
︑

シ
ニ
ア
選
手
（
50
歳
以
上
）

の
う
ち
︑
全
部
門
を
通
じ
て

総
合
得
点
第
１
位
の
選
手
に

贈
ら
れ
る
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
長
特
別
賞
﹂
は
︑
ト

レ
ー
ラ
部
門
・
群
馬
県
代
表

の
本
多
健
二
さ
ん
（
㈱
バ
ン

テ
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
太
田
営
業

所
）が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
︒本多健二（ほんだ・けんじ）さん

山本英司（やまもと・えいじ）さん

大会ダイジェスト大会ダイジェスト

左から、11トン部門の岡田さん、内閣総理大臣賞の4トン部門
の伊藤さん、トレーラ部門の山本さん、女性部門の藤本さん

模擬市街路などを走るコース走行

運送事業者およびドライバー向け
「睡眠・疲労にかかるアンケート調査」

ご協力のお願い
　（公財）交通事故総合分析センター（ITARDA）では、国土交通省から委託を受け、「睡
眠・疲労にかかるアンケート調査」を行います。これは、ドライバーの睡眠時間の不足、
睡眠の質および疲労の蓄積等の睡眠に関し、運送事業者およびドライバーの実態を把握
するとともに、ご意見を収集するために Web アンケートを実施するものです。
　アンケート調査内容は、事業者向け調査（①貴社の概要、②ドライバーの疾患等の把
握状況、③ドライバーの疲労や睡眠状態等の把握状況、④疲労軽減や回復の取り組み）
とドライバー向け調査（①ご自身の概要、②勤務状況、③健康状況、④睡眠・疲労回復
状況）に分かれています。アンケート期間は 11 月 1 日㈬〜 11 月 30 日㈭です。
　なお、本アンケートの調査・分析結果を踏まえ、事業用自動車事故調査委員会で審議・
公表する事業用自動車事故調査報告書で、ドライバーの疲労軽減や安全運転に資する再
発防止策の提言や周知等を行うこととしていますので、Web アンケート調査へのご協力
をお願いいたします。
※本調査により得られた回答は、事業者用自動車事故調査報告書における提言の基礎資

料等として使用し、そのままの形で調査結果の公表や協会や組合等へ提供することは
ありません。また、ご回答いただいた企業名・氏名が特定される形で公表したり関係
機関に通報したりすることもありません。
アンケートはパソコンやスマートフォン等により
右の QR コード（二次元コード）にアクセスし、ご回答ください。

【お問い合わせ先】
⑴調査内容や方法に関すること

社会システム㈱　担当：吉田（誠）、東野、金子
東京都渋谷区恵比寿 1-20-22
TEL ：03-5791-1138（専用ダイヤル・月〜金 10 〜 17 時）
問い合わせメールアドレス  jiko@crp.co.jp

⑵事業用自動車事故調査委員会及び事業用自動車事故調査報告書に関すること
（公財）交通事故総合分析センター　調査部研究第三課　奥津
TEL：03-5577-3983

交通事故総合分析センター（ITARDA）

コース走行は交差点なども法規通りの設定
で実施された

プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
「
日
本
一
」
を
目
指
し
て

４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
で
活
気
戻
る

第
55
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」特
集
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︱
︱
普
段
の
業
務
と
、

安
全
運
転
の
た
め
に
心

が
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
の
千
代
田
区
・

中
央
区
で
雑
貨
輸
送
を

担
当
し
て
い
ま
す
︒
都

心
部
は
︑
自
転
車
の
通

行
が
激
し
く
︑
歩
行
者
も
非

常
に
多
い
た
め
︑
常
に
自
転

車
や
歩
行
者
が
近
く
に
い
な

い
か
︑
人
一
倍
気
を
付
け
な

が
ら
運
転
し
て
い
ま
す
︒
そ

う
し
た
こ
ま
め
か
つ
細
や
か

な
確
認
も
︑
実
科
競
技
の
中

で
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
の
で
︑
そ
う
し
た
日
々
の

確
認
の
積
み
重
ね
が
︑
今
日

の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
︒

　

特
に
歩
行
者
や
自
転
車
の

見
落
と
し
は
︑
事
故
に
直
結

す
る
ミ
ス
で
す
︒
都
心
部
で

の
業
務
は
︑
周
囲
の
歩
行
者

や
自
転
車
に
対
し
て
細
心
の

注
意
を
払
い
︑
早
め
に
発
見

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
日
々

感
じ
ま
す
︒

　

も
し
安
全
運
転
の
コ
ツ
を

ひ
と
つ
挙
げ
る
と
す
る
な
ら

ば
︑﹁
車
間
距
離
﹂
で
す
︒

車
間
距
離
を
充
分
と
っ
て
さ

え
い
れ
ば
︑
何
か
あ
っ
て
も
︑

た
い
て
い
の
こ
と
に
は
対
処

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
︒

　
︱
︱
ド
ラ
コ
ン
出
場
の
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

最
初
に
﹁
出
場
し
て
み
な

い
か
﹂
と
い
う
お
声
が
け
を

い
た
だ
い
た
の
は
︑
実
は
昨

年
だ
っ
た
の
で
す
が
︑
昨
年

の
こ
の
時
期
は
妻
の
出
産
と

重
な
っ
て
い
た
た
め
︑﹁
今
年

は
辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
︑
来
年
は
絶
対
に
出
場

し
ま
す
！
﹂
と
お
伝
え
し
た

ら
︑
今
年
も
お
声
が
け
い
た

だ
き
︑
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒

　

そ
の
時
に
生
ま
れ
た
娘

が
︑
今
月
１
歳
に
な
り
︑
か

わ
い
い
盛
り
で
︑
日
々
の
活

力
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
私
が

自
宅
で
学
科
試
験
の
勉
強
を

す
る
時
間
を
つ
く
る
た
め
に

協
力
し
て
く
れ
た
妻
に
︑
優

勝
の
喜
び
を
真
っ
先
に
伝
え

た
い
で
す
︒

︱
︱
大
会
に
向
け
て
の
取
り

組
み
で
苦
労
し
た
点
は
？

　

実
科
競
技
の
課
題
走
行
の

練
習
は
︑
広
い
場
所
で
し
か

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒

バ
ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
練
習
が

で
き
る
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
は

当
支
店
に
は
な
か
っ
た
の
で
︑

会
社
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
︑
別
の
ス
ペ
ー
ス
を
お
借

り
し
て
練
習
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
︒
そ
う
し
た
練
習
の

場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
︑
少
し
ず
つ
不
安
が
自

信
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
学
科
試
験
の
勉
強

が
で
き
る
時
間
を
つ
く
れ
る

よ
う
に
調
整
し
て
く
れ
た
︑

同
じ
職
場
の
仲
間
た
ち
に
も

改
め
て
感
謝
し
た
い
で
す
︒

︱
︱
大
会
中
、
入
賞
や
優
勝

を
確
信
し
た
瞬
間
は
あ
り
ま

し
た
か
。

　

実
科
競
技
で
は
︑﹁
こ
れ

は
会
心
の
出
来
だ
っ
た
﹂
と

思
え
る
瞬
間
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
︑﹁
自
分
が
積
み
重

ね
て
き
た
練
習
の
成
果
は
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
な
﹂

と
は
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒
た
だ
学
科
競
技
で
︑
非

常
に
悩
ん
だ
問
題
が
数
問
あ

り
︑
後
で
自
己
採
点
し
て
み

た
ら
意
外
と
正
解
し
て
い
た

の
で
︑﹁
も
し
か
す
る
と
︑
予

想
以
上
に
学
科
試
験
の
得
点

は
取
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
﹂
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま

し
た
︒

︱
︱
大
会
中
の
メ
ン
タ
ル
の

保
ち
方
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

た
の
で
す
か
。

　

自
分
は
も
と
も
と
も
の
す

ご
く
緊
張
す
る
性
分
で
︑
非

常
に
緊
張
し
た
状
態
の
ま

ま
︑
競
技
に
挑
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

私
の
出
場
順
は
早
か
っ
た

の
で
す
が
︑
ほ
か
の
出
場
者

の
方
々
か
ら
︑﹁
順
番
は
早

い
方
が
い
い
よ
﹂
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
︑
そ
の
言
葉
は

プ
ラ
ス
に
働
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒
ほ
ど
よ
い
緊
張
感

を
持
っ
た
ま
ま
︑
早
く
挑
戦

で
き
た
の
で
︑
そ
の
点
は
と

て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

︱
︱
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
大
会
も
全
国
大
会

も
︑
今
回
が
初
め
て
の
出
場

で
し
た
︒
内
閣
総
理
大
臣
賞

発
表
の
瞬
間
は
︑
と
に
か
く

び
っ
く
り
し
ま
し
た
︒
み
っ

ち
り
と
練
習
を
重
ね
て
き
た

で
あ
ろ
う
他
の
出
場
選
手
の

方
々
の
姿
も
見
て
い
た
の
で
︑

﹁
４
位
か
５
位
に
入
れ
た
ら

う
れ
し
い
な
﹂
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
︒
ま
さ
か
部
門
１

位
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ

る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た

上
に
︑
内
閣
総
理
大
臣
賞
も

受
賞
し
︑
喜
ぶ
余
裕
が
な
い

ほ
ど
で
︑
た
だ
た
だ
驚
い
て

い
ま
し
た
︒
そ
し
て
﹁
す
ご

く
う
れ
し
い
﹂
と
い
う
気
持

ち
と
同
時
に
︑﹁
信
じ
ら
れ

な
い
！
﹂
と
い
う
気
持
ち
が

非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
通
し

て
得
た
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
今
後
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で

す
か
。

　

各
都
道
府
県
か
ら
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
選
手
た
ち
が
集

ま
る
全
国
大
会
と
い
う
舞
台

は
︑
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
勉

強
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
︒

私
は
自
分
の
こ
と
を
安
全
意

識
が
高
い
ほ
う
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
︑
大
会
の
合

間
︑
食
事
の
際
な
ど
に
他
の

選
手
た
ち
と
話
を
す
る
中

で
︑
皆
さ
ん
の
安
全
意
識
が

非
常
に
高
い
こ
と
に
大
い
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た
︒
東
京

以
外
の
出
場
選
手
の
方
々
か

ら
︑
運
転
の
際
に
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
︑
確
認
す
べ
き

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
︑
今
後
東
京
で
運
転

を
す
る
際
に
も
活
か
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
︒

　
︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け

と
、
今
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

も
と
も
と
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
乗
り
物
が
好
き

で
︑
高
校
生
の
頃
は
バ

イ
ク
の
免
許
を
取
得

し
︑
ア
ル
バ
イ
ト
で
︑

バ
イ
ク
で
の
フ
ー
ド
デ
リ
バ

リ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
︒
そ

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

と
き
に
︑﹁
自
分
は
モ
ノ
を

届
け
る
仕
事
が
好
き
だ
し
︑

ひ
と
り
で
仕
事
に
打
ち
込
め

る
と
こ
ろ
も
自
分
に
向
い
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
気

づ
き
︑
高
等
学
校
に
あ
っ
た

求
人
票
の
中
か
ら
当
社
を
選

び
︑
就
職
し
ま
し
た
︒

　

私
は
現
在
30
歳
で
︑
高
校

を
卒
業
し
て
す
ぐ
当
社
に
入

社
し
た
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

歴
は
12
年
ほ
ど
で
す
︒
最
初

の
１
年
は
本
当
に
大
変
で
︑

何
度
か
退
職
し
よ
う
か
と
思

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
︒

そ
れ
で
も
こ
の
仕
事
を
今
も

続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
︑
上

司
や
同
期
な
ど
︑
周
囲
の
方

々
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

す
︒

　

ま
た
︑﹁
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
り
た
い
﹂
と
い
う
憧
れ

が
あ
っ
た
の
で
︑
18
歳
で
小

型
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
乗
務
を
始

め
︑
取
得
で
き
る
免
許
が
増

え
る
た
び
︑
上
司
に
﹁
免
許

を
取
っ
て
い
い
で
す
か
﹂
と

申
し
出
て
は
快
諾
を
得
て
︑

中
型
︑
大
型
と
順
に
取
得
し

て
い
き
ま
し
た
︒
運
行
先
や

業
務
に
よ
っ
て
た
ま
に
大
型

車
に
乗
務
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
︑
基
本
は
４
㌧
車
で

の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

い
う
仕
事
は
︑
運
行
に
出
て

か
ら
戻
る
ま
で
︑
基
本
的
に

は
自
分
ひ
と
り
で
仕
事
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

魅
力
で
あ
り
︑
ま
た
︑
届
け

る
相
手
に
直
接
会
う
こ
と
が

で
き
る
の
も
大
き
な
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
︒
毎
回
声
を
か

け
て
く
れ
る
お
客
様
と
仲
良

く
な
り
︑﹁
お
疲
れ
様
！	

ジ

ュ
ー
ス
飲
む
？
﹂
と
気
さ
く

に
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
き

な
ど
は
︑﹁
こ
の
仕
事
を
や
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
な
﹂
と
思
い

ま
す
し
︑﹁
あ
り
が
と
う
﹂

と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら

う
こ
と
が
何
よ
り
の
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
考
え

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ド
ラ
コ
ン
は
︑
都
道
府
県

や
所
属
会
社
の
垣
根
を
越

え
︑
安
全
意
識
の
高
い
︑
全

国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

仲
間
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
︑
他
に
な
い
︑
大
変
貴
重

な
場
で
す
︒

　

学
科
・
実
科
と
も
に
︑
試

験
勉
強
を
重
ね
る
中
で
︑
様

々
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒
免
許
を
取

得
す
る
と
き
は
︑
誰
も
が
交

通
法
規
を
勉
強
し
ま
す
が
︑

時
間
が
経
つ
と
と
も
に
少
し

ず
つ
知
識
や
認
識
が
薄
ま
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
︒
ド
ラ

コ
ン
へ
の
挑
戦
は
︑
運
転
に

関
す
る
こ
と
を
新
た
に
学
び

直
す
こ
と
が
で
き
︑
安
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
︑

重
要
な
機
会
な
の
で
︑
特
に

20
代
・
30
代
の
若
い
世
代
の

方
に
は
︑
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
︒

　

住
友
化
学
㈱
の
化
学
製
品

を
︑
四
国
地
方
を
中
心
に
︑
中

国
・
関
西
地
方
へ
︑
ト
レ
ー
ラ

や
11
㌧
車
で
輸
送
し
て
い
ま
す
︒

　

も
し
表
彰
式
で
名
前
を
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
︑

３
位
か
ら
５
位
の
間
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
２

位
ま
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ

る
こ
と
は
な
く
︑﹁
残
念
だ
け

ど
︑
や
り
き
っ
た
よ
な
﹂
と
諦

め
の
念
を
覚
え
つ
つ
落
胆
し
︑

思
わ
ず
下
を
向
い
て
し
ま
い
ま

し
た
︒
し
か
し
︑﹁
１
位
︑
愛

媛
県
﹂
と
い
う
言
葉
が
聞
こ
え

た
瞬
間
に
︑
驚
き
と
興
奮
で
グ

ッ
と
顔
を
上
げ
︑
優
勝
を
噛
み

し
め
ま
し
た
︒

　

昨
年
︑
全
国
大
会
に
初
め
て

出
場
し
︑
実
技
が
ま
っ
た
く
自

分
の
思
う
よ
う
に
で
き
ず
︑
非

常
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
︒

ま
た
今
年
の
学
科
試
験
対
策
で

は
︑
自
分
の
知
識
の
裾
野
を
広

げ
る
た
め
︑
昨
年
よ
り
も
長
い

期
間
を
と
り
︑
交
通
法
規
を
深

く
学
び
直
し
ま
し
た
︒

　

昨
年
苦
し
ん
だ
バ
ッ
ク
ス
ラ

ロ
ー
ム
か
ら
の
Ｓ
字
車
庫
入
れ

に
つ
い
て
は
︑
業
務
量
の
少
な

い
日
曜
日
に
事
業
所
で
重
点
的

に
練
習
し
て
き
ま
し
た
︒
練
習

ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
ひ
と
つ
と

っ
て
も
︑
事
業
所
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
で
︑
ど
れ
だ
け
感
謝
し
て

も
し
き
れ
ま
せ
ん
︒
職
場
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
な
し
に
は
︑
今

回
の
よ
う
な
結
果
は
と
て
も
出

せ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

　

重
点
対
策
を
重
ね
て
き
た
バ

ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
か
ら
の
Ｓ
字

車
庫
入
れ
は
︑
練
習
の
８
割
ほ

ど
し
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
︒
し
か
し
︑
自
分
の
思
い

描
い
て
い
た
走
行
ル
ー
ト
で
は

車
庫
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
︑﹁
思
い
描
い
て
い
た
ル
ー

ト
で
な
く
て
も
対
応
し
︑
車
庫

入
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
﹂

と
い
う
結
果
は
︑練
習
の
成
果
︑

賜
物
だ
と
考
え
る
と
︑﹁
10
割

の
力
が
出
せ
た
﹂
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
︑
非
常
に
満
足
感
が

あ
り
ま
し
た
︒

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
後
輩
に

伝
え
︑
事
業
所
の
安
全
意
識
向

上
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
進
ん
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
き
た
い
で
す
︒

　

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
の

は
今
回
が
２
回
目
で
す
︒
初
出

場
し
た
第
53
回
大
会
は
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ず
︑
翌
第
54
回

大
会
は
︑
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
西
林
仁
さ
ん
（
西
濃

運
輸
㈱
尼
崎
支
店
）
に
兵
庫
県

大
会
で
敗
れ
︑
全
国
大
会
へ
の

出
場
が
叶
わ
ず
︑
特
に
こ
の
１

年
は
ず
っ
と
悔
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
︒

　

ド
ラ
コ
ン
出
場
は
︑
決
し
て

自
分
の
力
だ
け
で
は
で
き
な
い

こ
と
で
す
︒
会
社
の
仲
間
や
家

族
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
は
じ

め
て
︑
試
験
対
策
の
時
間
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
ま
た

試
験
対
策
を
重
ね
る
中
で
︑
何

度
も
会
社
の
仲
間
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
助
け
ら
れ
︑
悔
し
い
思
い

を
し
た
期
間
も
︑
仲
間
の
お
か

げ
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

高
校
２
年
生
・
中
学
１
年
生

・
５
歳
と
︑
３
人
の
子
ど
も
が

い
ま
す
︒
大
会
が
近
づ
く
と
︑

休
み
の
日
に
は
妻
が
子
ど
も
を

連
れ
て
外
出
し
︑
自
分
が
勉
強

に
集
中
で
き
る
時
間
を
つ
く
っ

て
く
れ
ま
し
た
︒
ま
た
妻
が
送

っ
て
く
れ
た
︑
５
歳
の
娘
か
ら
の

﹁
パ
パ
︑
１
位
に
な
っ
て
ね
！
﹂

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
は
︑

優
勝
を
実
現
す
る
た
め
の
大
き

な
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
１
日
目
の
学
科
試

験
の
自
己
採
点
結
果
が
あ
ま
り

納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
く
︑

そ
こ
か
ら
気
持
ち
を
切
り
替
え

て
挑
ん
だ
２
日
目
︑
最
後
の
車

庫
入
れ
の
課
題
が
終
わ
っ
た
瞬

間
の
場
内
の
歓
声
と
︑
大
会
終

了
直
後
に
会
っ
た
方
々
に
﹁
よ

か
っ
た
よ
！
﹂
と
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
で
︑
優
勝
を
確
信
し

ま
し
た
︒
車
庫
入
れ
に
関
し
て

は
︑
自
分
と
し
て
も
非
常
に
納

得
の
い
く
︑
こ
の
３
年
の
集
大

成
の
よ
う
な
出
来
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
︒

　

ド
ラ
コ
ン
で
身
に
付
け
た
こ

と
を
活
か
す
た
め
に
は
︑
自
分

自
身
が
ま
ず
事
故
を
起
こ
さ
な

い
こ
と
︑
ま
た
今
後
自
分
の
事

業
所
か
ら
︑
絶
対
に
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
︑
そ
し
て
こ
の
か

け
が
え
な
い
経
験
を
仲
間
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
︒

　

大
型
ド
ラ
イ
バ
ー
歴
は
４
年

で
︑
京
都
府
か
ら
滋
賀
県
︑
大

阪
府
な
ど
の
近
畿
圏
を
中
心

に
︑
大
型
車
で
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道
コ

ン
テ
ナ
を
輸
送
し
て
い
ま
す
︒

　

昨
年
の
全
国
大
会
２
位
と
い

う
悔
し
い
結
果
を
受
け
︑
こ
の

１
年
は
学
科
試
験
対
策
に
特
に

注
力
し
ま
し
た
︒
交
通
法
規
な

ど
の
テ
キ
ス
ト
を
い
つ
も
持
ち

歩
き
︑
仕
事
の
合
間
に
わ
ず
か

な
時
間
を
み
つ
け
て
勉
強
し
ま

し
た
︒

　

私
は
緊
張
し
や
す
い
タ
イ
プ

な
の
で
す
が
︑
女
性
部
門
の
出

場
選
手
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な

り
︑
当
日
は
笑
顔
の
ま
ま
試
験

に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
︑
自
分
の
力

を
充
分
に
発
揮
で
き
た
こ
と
が
︑

こ
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
︒優
勝
を
知
っ
た
瞬
間
は
︑

嬉
し
さ
の
あ
ま
り
思
わ
ず
﹁
お

っ
し
ゃ
ー
！
﹂
と
声
を
上
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
（
笑
）︒

　

当
社
に
は
平
成
24
年
に
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
入
社
し
︑
ず
っ
と
ト
ラ
ッ
ク

へ
の
乗
務
を
希
望
し
て
い
ま
し

た
が
︑
女
性
の
で
き
る
仕
事
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
︑
な
か
な

か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒
し

か
し
︑
職
場
の
先
輩
が
会
社
に

何
か
月
も
か
け
て
訴
え
て
く
れ

た
お
か
げ
で
︑
４
年
前
に
晴
れ

て
大
型
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
こ

と
が
で
き
︑
さ
ら
に
今
日
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
と
い
う
舞
台
で
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
そ
の

方
が
い
な
け
れ
ば
︑
今
の
私
は

存
在
し
ま
せ
ん
︒
今
も
同
じ
職

場
で
働
く
そ
の
先
輩
に
︑
心
か

ら
の
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
︒

　

女
性
部
門
は
︑
ま
だ
ま
だ
出

場
者
が
少
な
い
で
す
︒
今
後
は
︑

仕
事
先
で
出
会
う
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
﹁
ド
ラ
コ
ン

に
挑
戦
し
て
み
な
い
？
﹂
と
声

を
か
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
︒

ド
ラ
コ
ン
は
本
当
に
た
め
に
な

る
大
会
で
︑
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

こ
と
な
ど
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
︒﹁
た
め
に
な
る
か
ら
︑
絶

対
に
出
場
し
た
ほ
う
が
い
い
﹂

と
︑
経
験
者
の
私
が
直
接
声
を

か
け
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
コ
ン
に

挑
戦
す
る
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

も
っ
と
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
︒

各部門優勝者の声

1111
㌧㌧
部
門
優
勝

部
門
優
勝

仲
間
の
言
葉
支
え
に
研
鑽
「
挑
戦
３
年
目
の
集
大
成
」

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

昨
年
の
悔
し
さ
糧
に
「
重
点
対
策
」
「
学
び
直
し
」
が
結
実

女
性
部
門
優
勝

女
性
部
門
優
勝

１
年
の
時
を
経
て
つ
い
に
宿
願
の
「
１
位
奪
取
」
！

内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞
受賞記念インタビュー受賞記念インタビュー

　第 55 回全国トラックドライバー・コンテストでは、４
トン部門・東京都代表の伊藤圭将さんが内閣総理
大臣賞を受賞した。ここでは、伊藤さんをはじめとし
た各部門優勝者の喜びの声をお届けする。

都
大
会
・
全
国
大
会
と
も
に
初
出
場
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
！

「パパ、１位になってね！」愛娘の言葉が原動力に「パパ、１位になってね！」愛娘の言葉が原動力に

岡
お か だ

田　聡
あきら

さん　日本通運㈱神戸支店加古川事業所営業課（兵庫県代表）

二度目の正直　失意から一転の歓喜二度目の正直　失意から一転の歓喜

山
やまもと

本　英
え い じ

司さん　住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課（愛媛県代表）

恩人への感謝とともに誓う「女性部門拡大」恩人への感謝とともに誓う「女性部門拡大」

藤
ふじもと

本　小
お り え

梨絵さん　日本通運㈱京都支店ロジスティクス営業部京都中央事業所鉄道コンテナ課（京都府代表）

伊
い と う

藤 圭
けいしょう

将 さん
西濃運輸㈱深川支店
（東京都代表）

4トン部門4トン部門
優勝優勝

「
全
国
か
ら
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
集
う
場
」
に

若
い
世
代
も
ぜ
ひ
挑
戦
を

第
55
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」特
集
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厚
労
省

　

厚
生
労
働
省
は
︑
令
和
４

年
12
月
23
日
︑﹁
改
善
基
準

告
示
﹂︹
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め

の
基
準
（
平
成
元
年
労
働
省

告
示
第
７
号
）︺
を
改
正
（
適

用
は
令
和
６
年
４
月
１
日
）

す
る
と
と
も
に
︑
都
道
府
県

労
働
局
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
の
方
の
長
時
間
労

働
の
是
正
の
た
め
︑
発
着
荷

主
等
に
対
し
て
︑
長
時
間
の

荷
待
ち
を
発
生
さ
せ
な
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
の
要
請
と

そ
の
改
善
に
向
け
た
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た﹁
荷
主
特
別
対
策
チ
ー
ム
﹂

を
編
成
し
た
︒

　

道
路
貨
物
運
送
業
は
︑
他

の
業
種
に
比
べ
て
長
時
間
労

働
の
実
態
に
あ
り
︑
過
労
死

等
の
労
災
支
給
決
定
件
数
が

最
も
多
い
業
種
で
あ
る
こ
と

か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働

き
方
改
革
を
一
層
積
極
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
一
方
で
︑

長
時
間
労
働
の
要
因
に
は
︑

取
引
慣
行
な
ど
個
々
の
事
業

主
の
努
力
だ
け
で
は
見
直
す

こ
と
が
困
難
な
も
の
が
あ
る

た
め
︑﹁
荷
主
特
別
対
策
チ

ー
ム
﹂
が
︑
発
着
荷
主
等
に

対
し
て
要
請
と
働
き
か
け
を

行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
︒

　

荷
主
特
別
対
策
チ
ー
ム
の

概
要
は
︑図
１
の
通
り
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
荷
主
要
請
の
件
数

は
︑
令
和
５
年
１
月
~
９
月

末
ま
で
で
８
６
５
７
件
と
な
っ

て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
令
和
５

年
10
月
か
ら
︑

　

・
地
方
運
輸
局
・
運
輸
支

局
の
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
が
︑

長
時
間
の
恒
常
的
な
荷
待
ち

を
発
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
等

が
疑
わ
れ
る
発
着
荷
主
等
に

対
し
て
実
施
す
る
働
き
か
け

等
に
︑
荷
主
特
別
対
策
担
当

官
も
参
加
す
る

　

・
発
着
荷
主
等
へ
の
要
請

の
際
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

も
周
知
す
る

︱
︱
な
ど
︑
国
土
交
通
省
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
︒

労働基準監督署「要請」実施件数が8,657件に（令和5年1月〜9月）
「荷主特別対策チーム」が発着荷主へ「要請」「働きかけ」を強化！「荷主特別対策チーム」が発着荷主へ「要請」「働きかけ」を強化！

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
４
年
12
月
、﹁
自
動

車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の

基
準
﹂︵
改
善
基
準
告
示
︶
改
正
に
合
わ
せ

て
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働

是
正
を
図
る
た
め
に
、
都
道
府
県
労
働
局
に

﹁
荷
主
特
別
対
策
チ
ー
ム
﹂
を
編
成
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
今
年
７
月
に
﹁
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
を
設
置
し
、
発
着
荷
主
等

へ
の
監
視
体
制
の
緊
急
強
化
を
図
っ
た
こ
と

を
受
け
、
厚
生
労
働
省
で
は
さ
ら
に
国
土
交

通
省
と
の
連
携
を
強
化
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
条
件
の
改
善
と
取
引
環
境
の
適

正
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
荷
主
特
別
対
策
チ
ー
ム
の
概

要
と
、
労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る
荷
待
ち

時
間
等
の
改
善
に
係
る
好
事
例
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
く
。

長時間の荷待ちに関する
情報メール窓口

　厚生労働省ホームページに、「長時間の荷待ちに関す
る情報メール窓口」（二次元コード）を設けている。この
窓口では、発着荷主等が長時間の荷待ちを発生させて
いると疑われる事案などの情報を受け付けており、その
情報を基に、労働基準監督署が要請等を行っている。

○ 穀物・飼料を保管する倉庫業を営む発着荷主であるA社。輸入業者から穀物・
飼料を一時預かり、その後、同業者からの依頼を受け、必要な量を同業者の販売
先へ配送するための協力会社（トラック運送事業者）の手配等を行う。

○ Ａ社では、以前から協力会社（トラック運送事業者）と時間外労働の上限規制に
備え、トラックドライバーの労働時間削減に向けた意見交換を行っていたが、令和
５年に入った頃、労働基準監督署の荷主要請を受け、これを機会に具体的な対
策を講ずることとし、協力会社（トラック運送事業者）に所属しているトラックドラ
イバー全員に対してアンケートを実施し、労働時間削減に係る意見を集約。

○ 意見を基に、発荷主、着荷主、それぞれの立場で、輸入業者にも協力を依頼し、ト
ラックドライバーの労働時間短縮に向けた以下の取組を実施することとした。

①着荷主としての取組
・ 予約システムの導入により、輸入業者から保管依頼の注文を受ける際に、荷の

種類・量・到着日時等をオンラインで自社倉庫内に情報共有できることとなり、
荷の受入準備を早期に進めることが可能となり、荷下ろし待ち時間の減少につ
ながった。

②発荷主としての取組
・ これまで、販売先の「荷の受け取り時間」は決まっていなかったが、Ａ社からの依

頼を受けた輸入業者が販売先と調整した結果、配送を依頼する際には、必ず販
売先の「荷の受け取り時間」を決めることとし、これをA社から協力会社（トラック
運送事業者）に伝えるようにした。これにより、協力会社（トラック運送事業者）
は、配送先での荷下ろし待ち時間を少なくすることができた上、配車を効率的に
行うことが出来るようになった。

・ Ａ社の自社倉庫内で荷積み時間が長時間となっている場所を把握し、当該箇所
に作業員を増員する措置を実施し、荷積み時間の短縮を図った。

○ これらの取組により、協力会社（トラック運送事業者）より、「トラックドライバー
の時間外労働時間数が、約20％減少した」との報告を受けた。

○ 製糖所を営むB社では、原料の収穫期である10月〜12月になると、ダンプトラッ
クによる搬入が集中し、例年、製糖所内で長時間の荷待ちが発生する状況となっ
ていた。

○ この状況を知った労働基準監督署がB社へ要請を実施し、原料輸送の効率化
や、原料の受入期間の拡大などについてB社と意見交換を行ったほか、同署は、
原料である農産物を取り扱う地域の農協や、元請運送事業者に対してもB社へ
の要請内容を伝え、荷待ち時間の解消に関する協力を求めた。

○ この結果、B社では、改善方策の具体化に向け、農協等の関係者との交渉を加速
させ、次期収穫期では

・ 大型輸送車両の導入による総稼働台数の削減
・ 原料の受入期間拡大による業務量の平準化
　により、改善を実施することとなった。

○ C社の地域の労働基準監督署では、管内に食料品製造業の事業場が多く存在
することから、地域全体の輸送効率化には、食料品製造業における取組が重要
と考え、食料品製造業に対して重点的に要請を実施していた。

○ 食料品製造業を営むC社は、同署から要請を受け、意見交換を通じ、以前から認
識していた2024問題への理解を深め、取組を加速させるため、以下の取組を実
施した。

・ 発送当日に行っていた箱詰め作業を、前日に前倒し実施し、工場全体の発送便
の荷待ち時間を、１日当たり約２時間削減させた。

・ 小口便から大口便に切り替え、トラック運送事業者の集荷回数を約２割減少さ
せた。

○ また、さらなる輸送効率化に向けて、C社の品質管理部署が、製品の消費期限の
延長などを検証している。

○ 鉄スクラップを主原料に製鋼品等を製造するD社。
○ D社は発荷主・着荷主双方の立場であり、従来から2024年問題に関心を持ち、

荷積み時間、荷下ろし時間を考慮した到着時刻を指定するなど、荷待ち時間短
縮に向けた取組を行ってきた。

○ 令和５年に入り、労働基準監督署の要請を受けたことをきっかけに、更なる改善
を検討したところ、
① トラック運送事業者から、時間外労働の上限規制対応のため、高速道路利用

回数の増加による運賃増額の申し入れがなされている。
② 当社が扱うスクラップ原料は、取引先（荷の送り手）が、買取り価格の高い時

期に搬入したい意向がある。そのため、その時期は、どうしても荷下ろし待ち時
間が長くなる。

　といった状況が確認された。
○ D社では、①についてトラック運送事業者から、増額分の具体的な根拠を聞いた

上で運賃増額の対応を検討するほか、②についてはプラットフォームを増設すべく
関係部署との調整を開始している。

○樹脂製品の中間材料を製造するE社。
○ 材料の受け入れは隣接する協力企業からのパイプライン輸送が多いが、出荷は全

てトラック輸送による。
○ 労働基準監督署の要請を受け、トラック運送事業者と2024年以降も今までどお

り取引を行うため、発注者として果たすべき責任があると認識し、発荷の約70％
を担当する元請運送事業者と協議を実施、改善基準告示を遵守できる対策を検
討し、
① 運転時間を短縮するための配送ルートの見直しや余裕ある運行とするための

到着時刻の変更
②高速道路の利用

　等の改善要望が出されたため、E社は可能な限りこれに対応することとした。
○ E社は、①の顧客への着荷時間の変更要請や、②の高速道路料金の代金への上

乗せを来年１月から実施し、ルートの修正等の調整が必要であれば、３月までに
完了させ、4月の時間外労働の上限規制・改正改善基準告示の施行に間に合わ
せたいとしている。

【事例①　倉庫業Ａ社】（九州）

【事例②　製糖業B社】（北海道・東北）

【事例③　食料品製造業C社】（北海道・東北）

【事例④　製鋼業D社】（中国・四国）

【事例⑤　化学工業E社】（中国・四国）

「
荷
主
特
別
対
策
チ
ー
ム
」
と
は
？

「
荷
主
特
別
対
策
チ
ー
ム
」
と
は
？

荷待ち時間等の改善に係る好事例荷待ち時間等の改善に係る好事例

「
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
」
設
置
に
伴
う

「
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
」
設
置
に
伴
う

国
土
交
通
省
と
の
連
携
強
化

国
土
交
通
省
と
の
連
携
強
化

図１　荷主特別対策チームの概要
・ 「荷主特別対策チーム」は、都道府県労働局に新たに任命された荷主特別対策担当官を中心に、ト
ラック運転者の労働条件の確保・改善に知見を有する都道府県労働局・労働基準監督署のメンバー
により編成。

・労働基準監督署が、発着荷主等に対し、
①長時間の恒常的な荷待ちの改善に努めること
②運送業務の発注担当者に改善基準告示を周知し、トラック運転者がこれを遵守できるよう協力す
ること――などを要請。

・ 都道府県労働局のメンバー
が、労働基準監督署から要請
された事項に発着荷主等が
積極的に取り組めるよう、荷
待ち時間等の改善に係る好
事例の紹介等のアドバイスを
行う。
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「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2021年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽1-4-14 後楽森ビル10階〒112-0004
http://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の施策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
　押してください

九州運輸局トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー

13時30分～15時30分

13時30分～16時00分

13時30分～16時30分

11月21日（火）

11月15日（水）

12月  5日（火）

12月下旬（予定）

オンライン

AP大阪淀屋橋　J+Kルーム　３階
大阪府大阪市中央区北浜 3-2-25
京阪淀屋橋ビル　3F

高松サンポート合同庁舎南館
101大会議室　1F
高松市サンポート3-33

千葉県内

和歌山県内

関東運輸局

四国運輸局

近畿運輸局

近畿運輸局

トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー

―

―

12月中旬（予定）

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】 令和5年11月30日㈭（当日消印有効）

【 宛 て先 】 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの
正解は12月1日号の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※ ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本ト

ラック協会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「デッサン教室」テーマ「デッサン教室」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜夜間の運転編〜
	 【解 答】3面に問題
❶	○（教則第6章第3節夜間1-2）走行中に
は、自分の車と対向車のライトで、道路の中
央付近の歩行者が見えなくなることがあるの
で、十分注意する。
❷	×（教則第6章第3節夜間1-6）薄暮時には
事故が多く発生するので、早めにライトを点
灯し、自分の車の存在を知らせるようにする。
❸	×（教則第6章第3節夜間2-3）対向車のラ
イトがまぶしいときは、視点をやや左前方に

移して、目がくらまないようにする。
❹	×（教則第6章第3節夜間2-5）室内灯は、
バスのほかは、走行中につけないようにす
る。
❺	×（教則第6章第3節夜間2-6）夜間、高速
道路でやむを得ず駐停車する場合には、非常
点滅表示灯、駐車灯又は尾灯をつけるほか、
停止表示器材を置かなければならない。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
ド
ラ

イ
バ
ー
人
口
の
減
少
は
止
ま

る
こ
と
な
く
︑
日
本
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会
の

試
算
に
よ
る
と
︑
２
０
３
０

（
令
和
12
）
年
に
は
︑
25
年

と
比
べ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
人
口

が
10
％
以
上
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
︑
人

材
確
保
が
よ
り
困
難
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
想
定
で
き
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
物
流
・
運
送

業
界
に
携
わ
る
職
業
の
有
効

求
人
倍
率
は
︑
全
職
種
平
均

で
あ
る
１
・
23
倍
よ
り
も
大

き
く
上
回
っ
て
お
り
︑
２
・

46
倍
と
売
り
手
市
場
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を

確
保
す
る
方
法
と
し
て
︑
Ｗ

ｅ
ｂ
媒
体
へ
求
人
掲
載
を
選

択
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
様
が
大
多
数
か
と
思
い
ま

す
が
︑多
く
の
企
業
様
は
﹁
求

人
を
掲
載
し
て
も
な
か
な
か

応
募
が
な
い
﹂
と
い
う
課
題

に
直
面
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

弊
社
で
も
求
人
媒
体
を
運

営
し
て
お
り
︑
同
じ
よ
う
な

状
況
の
企
業
様
か
ら
ご
相
談

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒
し
か
し
︑
こ
の
状
況
下

で
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
確
保
に
成
功
さ
れ
て
い
る

企
業
様
も
存
在
し
て
い
ま
す
︒

　

成
功
し
て
い
る
企
業
様
の

一
定
数
に
は
︑﹁
給
与
が
高
い
﹂︑

﹁
休
み
が
多
い
﹂
と
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
が
集
ま
り
や
す
い
条

件
を
提
示
で
き
る
企
業
様
が

あ
る
一
方
で
︑﹁
高
い
給
与
を

提
示
で
き
な
い
﹂︑
ま
た
﹁
事

業
所
が
僻
地
に
あ
る
﹂な
ど
︑

好
条
件
を
提
示
で
き
な
い
こ

と
で
︑
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ

ー
チ
を
す
れ
ば
良
い
か
︑
途

方
に
暮
れ
て
い
る
企
業
様
の

声
も
多
く
お
聞
き
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
弊
社
媒
体
利
用

者
か
ら
集
計
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
︑
今
の
時
代
に

あ
っ
た
企
業
ア
ピ
ー
ル
法
を

紹
介
い
た
し
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
皆
様
に
お
聞
き
し

た
い
の
は
︑﹁
求
職
者
は
転

職
活
動
で
何
を
重
視
し
て
会

社
選
定
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
？
﹂
と
い
う
こ
と
で

す
︒
こ
こ
で
多
く
の
運
送
事

業
経
営
者
︑採
用
担
当
者
は
︑

﹁
給
与
が
高
い
﹂︑﹁
年
間
休

日
数
が
多
い
﹂
な
ど
︑﹁
お

金
と
休
み
を
求
職
者
は
重
視

し
て
い
る
の
で
は
？
﹂
と
お

答
え
い
た
だ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
︒
以
前
︑
２
０

１
７
年
に
実
施
し
た
弊
社
求

人
媒
体
を
利
用
す
る
求
職
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
︑

確
か
に
﹁
給
与
が
高
い
﹂︑﹁
年

間
休
日
数
が
多
い
﹂
が
ト
ッ

プ
１
︑
２
位
を
占
有
し
て
る

状
況
で
し
た
︒
２
０
２
３
年

現
在
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
１
問
多
答
）
で
は
︑
４
位

﹁
休
み
が
多
い
﹂︑
３
位
﹁
給

与
が
高
い
﹂︑
２
位
﹁
福
利

厚
生
・
待
遇
面
・
職
場
環

境
﹂︑
そ
し
て
１
位
が
﹁
勤

務
地
が
家
か
ら
近
い
﹂
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

現
在
で
は
︑
ト
ッ
プ
１
位

と
２
位
が
入
れ
替
わ
り
︑﹁
お

金
・
休
み
を
重
視
﹂
か
ら
︑

﹁
家
か
ら
の
距
離
や
会
社
で

の
働
き
や
す
さ
を
重
視
﹂
す

る
な
ど
︑
求
職
者
が
求
め
る

条
件
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
︒

	　
ま
た
︑
同
ア
ン
ケ
ー
ト
内

の
求
職
者
が
求
め
る
給
与
希

望
額
に
も
変
動
が
あ
り
︑
２

０
１
７
年
﹁
40
万
円
前
後
﹂︑

２
０
２
３
年﹁
30
万
円
前
後
﹂

（
※
中
型
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
希
望
月
給
額
）
と
︑

給
与
希
望
額
が
数
年
で
10
万

円
ほ
ど
下
が
り
ま
し
た
︒

　

た
だ
し
︑
給
与
が
高
い
求

人
に
応
募
が
集
ま
る
傾
向
は

依
然
と
し
て
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
︑
給
与
額
を
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
合
わ
せ
て
減
額
す

る
︑
な
ど
は
Ｎ
Ｇ
で
す
︒
こ

ち
ら
は
求
職
者
が
業
界
内
の

状
況
を
理
解
し
て
い
る
と
捉

え
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
︒

　

今
ま
で
の
﹁
頑
張
っ
た
分

だ
け
稼
げ
る
！
﹂
は
︑
も
う

時
代
に
合
わ
ず
︑
一
部
の
求

職
者
に
し
か
響
か
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
︒

　

今
で
は
﹁
残
業
20
時
間
以

内
︑
積
み
下
ろ
し
な
ど
肉
体

労
働
少
！
月
給
25
万
円
﹂
と

い
っ
た
︑
よ
り
明
確
に
﹁
ど

ん
な
仕
事
を
﹂︑﹁
ど
の
程
度

・
ど
ん
な
待
遇
で
﹂︑﹁
い
く

ら
も
ら
え
る
か
﹂
な
ど
︑
で

き
る
だ
け
具
体
的
な
内
容
や

条
件
を
提
示
し
︑
時
代
の
変

化
を
考
慮
し
た
ア
ピ
ー
ル
を

取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　

良
い
条
件
を
提
示
で
き
る

運
送
会
社
様
が
応
募
採
用
面

で
圧
倒
的
に
有
利
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
︒
確
か
に
そ
の
通

り
で
あ
る
一
方
で
︑
業
務
内

容
や
勤
務
条
件
面
で
取
り
組

ん
で
い
る
小
さ
な
工
夫
や
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
手
当
を
支
給

す
る
な
ど
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
要
素
を
提
示
し
て
︑
少
し

で
も
会
社
自
体
を
﹁
見
え
る

化
﹂
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
る
企
業
様
へ
の
応
募
が
集

ま
り
や
す
い
こ
と
も
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
︒

〇 

企
業
側
が
求
め
る
求
職
者

像
は
︙
︙

・	

業
務
内
容
に
聞
く
耳
を
持

ち
︑
柔
軟
に
対
応
す
る
人

・	

経
験
者
歓
迎
の
一
方
で
︑

未
経
験
で
も
協
調
性
が
有

る
人

〇 

求
職
者
側
が
求
め
る
企
業

︵
職
場
︶
像
は
⋮
︙

・	

仕
事
内
容
や
勤
務
時
間
な

ど
就
業
ル
ー
ル
を
明
示
し

て
い
る

・	
評
価
基
準
と
報
酬
に
反
映

さ
れ
る
仕
組
み
が
明
確
に

な
っ
て
い
る

　

ど
の
業
界
で
も
両
者
間
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
常
に
存
在
し
ま

す
が
︑
そ
れ
ら
の
棚
卸
し
を

行
っ
た
上
で
企
業
様
が
出
す

条
件
が
﹁
選
ば
れ
る
職
場
﹂

と
な
っ
て
い
る
か
︑
そ
の
見

直
し
は
是
非
行
っ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
な
く
て
も
︑
企
業
か

ら
引
く
手
あ
ま
た
な
状
況
の

た
め
︑
良
い
人
材
を
確
保
す

る
た
め
に
は
企
業
か
ら
求
職

者
へ
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
︒

　

求
職
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
︑
自
社
の
業
務
や
労

働
条
件
︑待
遇
な
ど
を
改
善
︑

ま
た
は
維
持
・
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
︑
様
々
な
効
果
的

な
手
法
を
駆
使
し
︑
良
質
な

人
材
の
確
保
・
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
が
︑
今
後
も
続
く

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
﹂
の
解
消
に
欠
か
せ
な
い

一
手
と
な
る
で
し
ょ
う
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
ろ
う
！
﹂
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
求
人
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
︵
写
真
︶︒
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
掲
載

に
も
あ
る
︑
動
画
を
利
用
し

た
ア
ピ
ー
ル
方
法
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
撮
影
し
た
動
画
を
求
人
サ

イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
公
開
し
ま

す
が
︑
公
開
す
る
動
画
は
プ

ロ
が
作
っ
た
も
の
で
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
︒
普
段
求
職
者

が
よ
く
利
用
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
︑
Ｓ

Ｎ
Ｓ
経
由
で
求
職
者
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
︑
企
業
様
の
求

人
情
報
の
波
及
力
を
高
め
︑

さ
ら
に
認
知
度
も
向
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
こ
ち
ら

は
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ

れ
ば
誰
に
で
も
実
施
可
能
な

効
果
的
な
ア
ピ
ー
ル
方
法
の

１
つ
で
も
あ
り
ま
す
︒

　

前
述
し
た
ア
ピ
ー
ル
方
法

を
取
り
入
れ
た
上
で
︑
掲
載

し
た
求
人
へ
の
流
入（
閲
覧
）

を
よ
り
増
や
す
方
法
は
︑
ア

グ
リ
ゲ
ー
ト
サ
イ
ト
の
活
用

で
す
︒
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
サ
イ

ト
と
は
︑﹁
ス
タ
ン
バ
イ
﹂︑﹁
求

人
ボ
ッ
ク
ス
﹂︑﹁
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ

ｅ
ｄ
﹂
等
の
サ
イ
ト
の
こ
と

で
︑
あ
ら
ゆ
る
求
人
情
報
を

収
集
・
掲
載
す
る
シ
ス
テ
ム

を
備
え
て
い
ま
す
︒

　

求
人
を
掲
載
す
る
サ
イ
ト

と
自
動
連
携
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
︑
自
社
サ
イ

ト
な
ど
に
求
人
ペ
ー
ジ
を
設

け
る
こ
と
で
︑
前
記
サ
イ
ト

へ
転
載
さ
れ
︑
閲
覧
機
会
を

増
や
し
︑
応
募
効
果
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
慢
性

的
に
な
っ
て
い
る
た
め
︑
他

社
も
求
人
媒
体
を
利
用
し
ド

ラ
イ
バ
ー
確
保
を
行
う
で
し

ょ
う
︒
運
送
業
界
の
転
職
活

動
は
売
り
手
市
場
︑
求
職
者

し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
求
人
情
報
へ
の
リ
ン
ク

を
ま
と
め
た
も
の
で
︑
順
次

リ
ン
ク
先
を
増
や
し
て
い
ま

す
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
︑
令

和
４
年
度
か
ら
会
員
企
業
が

自
社
の
採
用
Ｈ

Ｐ
を
開
設
す
る

際
に
︑
無
料
で

支
援
す
る
事
業

も
行
っ
て
い
ま

す
︒
専
任
ス
タ

ッ
フ
が
サ
ポ
ー

ト
し
︑
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も

一
切
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
︑

ご
活
用
く
だ
さ

い
︒

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
も
求
人
情
報

自
社
採
用
Ｈ
Ｐ
開
設
を
サ
ポ
ー
ト

　
『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
求

人
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
事
業
を
運
営
す
る
、
株
式
会
社
ド
ラ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
の
小
川
大
樹
制
作
部
執
行
役
員
部
長
に
、
求

人
の
際
の
効
果
的
な
求
職
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
方
法
等
に

つ
い
て
、
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※2023年8月、ドラEVERサイト利用者約4,200人へのアンケート結果

株
式
会
社
ド
ラ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

制
作
部
執
行
役
員
部
長　

小
川 

大
樹
氏
（
監
修
：
営
業
部
取
締
役
渡
海
克
利
氏
）

求
職
者
が
求
め
、
応
募
が
集
ま
る

求
職
者
が
求
め
、
応
募
が
集
ま
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
ア
ピ
ー
ル
方
法

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
ア
ピ
ー
ル
方
法

特別寄稿
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第６回  物資流動調査 

・掲載形式：横1/2×縦3段の案 

  

ごご  協協  力力  をを  おお  願願  いい  しし  まま  すす  

  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

調調査査機機関関：：国国土土交交通通省省・・東東京京都都市市圏圏交交通通計計画画協協議議会会 

 

  

・物流の実態を把握し、総合的な都市交通計画を検討するための公的な調査です 
・統計的に抽出した物流に関連する事業所約８,６万件に、調査票を郵送します 
・調査票が届いた際には回答にご協力をお願いします 

東 京 

都 市 圏 

調査結果は物流施設の立地支援や物資輸送
の効率化等、さまざまな施策を検討するため
に活用されます 

調査期間：令和５年１０月~11月 

【東京都市圏交通計画協議会 HP】 

https://www.tokyo-pt.jp 

 

安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

❾

11

1213
14

10

1718
19

15
16

22 23

2021

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

2023・11・1

▼
上
野
駅

か
ら
徒
歩

５
分
の
至

近
距
離
に

﹁
岩
倉
高
等
学
校
﹂
が
あ
り
ま

す
︒
鉄
道
員
養
成
を
目
的
と
し
て

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
開
校

し
た
﹁
私
立
鉄
道
学
校
﹂
が
前
身

で
︑
鉄
道
の
発
展
に
寄
与
し
た
岩

倉
具
視
の
遺
徳
に
報
い
︑
校
名
を

変
更
し
て
い
ま
す
︒
爾
来
︑
数
多

く
の
卒
業
生
が
全
国
の
鉄
道
業
務

で
活
躍
し
て
い
ま
す
︒
▼
私
の
好

き
な
落
語
家
は
︑
二
代
目
三
遊
亭

歌
奴
（
後
の
三
代
目
三
遊
亭
圓

歌
）
で
︑﹁
授
業
中
﹂
と
い
う
斬

新
な
創
作
落
語
に
は
抱
腹
絶
倒
し

ま
し
た
︒
二
代
目
歌
奴
は
︑
岩
倉

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
国
鉄
職
員

に
な
り
︑
新
大
久
保
駅
の
駅
員
と

し
て
従
事
し
ま
し
た
︒
屹
音
症
の

克
服
の
た
め
落
語
家
に
転
身
し
た

と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
が
︑
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
後
に
寄
席
以
外

で
も
一
世
を
風
靡
し
︑
爆
笑
を
と

り
ま
し
た
︒
▼
私
も
元
々
鉄
道
が

好
き
で
︑
地
方
に
赴
い
た
際
に

は
︑
可
能
な
限
り
ロ
ー
カ
ル
線
に

乗
車
し
︑
そ
の
独
特
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
る
１
人
で
す
︒
現
在

放
送
中
の
鉄
道
番
組
の
中
で
も
︑

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
﹃
中

井
精
也
の
絶
景
！
て
つ
た
び
﹄
と

﹃
六
角
精
児
の
呑
み
鉄
本
線
・
日

本
旅
﹄
が
特
に
好
き
で
す
︒
前
者

は
︑
鉄
道
写
真
家
の
中
井
精
也

が
︑
素
人
に
も
簡
単
に
鉄
道
の
ベ

ス
ト
フ
ォ
ト
が
撮
れ
る
裏
技
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
伝
授
す
る
内
容
で
︑
か

た
や
後
者
は
︑
俳
優
の
六
角
精
児

が
︑
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
乗

車
し
て
自
由
気
ま
ま
に
途
中
下
車

し
︑
沿
線
の
酒
蔵
や
鉄
道
遺
産
を

巡
る
日
本
再
発
見
の
旅
番
組
で

す
︒
そ
れ
ぞ
れ
心
温
ま
る
番
組

で
︑
毎
回
欠
か
さ
ず
楽
し
み
に
見

て
い
ま
す
︒
▼
日
本
が
世
界
に
誇

る
四
季
の
移
ろ
い
を
︑
自
ら
レ
ン

ズ
を
手
に
し
て
写
真
と
し
て
収
め

る
こ
と
は
︑
旅
の
醍
醐
味
で
す
︒

思
い
掛
け
ず
︑
目
の
醒
め
る
よ
う

な
写
真
が
撮
れ
た
時
の
喜
び
は
格

別
で
す
︒
▼
時
間
に
拘
束
さ
れ

ず
︑
思
い
の
ま
ま
に
鉄
道
の
旅
を

満
喫
す
る
こ
と
は
︑
得
難
い
人
生

の
拠
り
所
で
す
︒
た
ま
に
は
い
つ

も
の
レ
ー
ル
か
ら
離
れ
て
︑
全
く

違
っ
た
路
線
に
乗
り
換
え
る
と
︑

想
定
外
の
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒﹁
乗
り

鉄
﹂︑﹁
撮
り
鉄
﹂︑﹁
呑
み
鉄
﹂
と
︑

様
々
な
鉄
道
マ
ニ
ア
が
い
ま
す

が
︑
貴
方
は
ど
の
﹁
鉄
﹂
で
し
ょ

う
か
！	

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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全
ト
協
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
制
作

全
ト
協
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
制
作

テ
キ
ス
ト
と
映
像
教
材
の
２
種
類

テ
キ
ス
ト
と
映
像
教
材
の
２
種
類

「トラックは社会や生活を支えるライフライン」「トラックは社会や生活を支えるライフライン」
　

授
業
は
︑
中
央
区
教
育
会

社
会
科
部
の
自
主
研
修
授
業

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
︒
当

日
は
︑
担
当
教
諭
の
中
野
慶

祐
先
生
と
５
年
１
組
の
児
童

38
人
が
出
席
し
た
ほ
か
︑
同

教
材
の
監
修
を
行
っ
た
北
俊

夫
（
一
財
）
総
合
初
等
教
育

研
究
所
参
与
や
︑
同
区
教
育

会
社
会
科
部
に
所
属
す
る
教

員
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
た
︒

　

当
日
は
︑１
時
間
目
に
﹁
日

本
の
工
業
生
産
と
貿
易
︑
運

輸
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た

我
が
国
の
貿
易
と
運
輸
の
概

要
を
学
習
す
る
授
業
が
行
わ

れ
た
︒
５
時
間
目
に
設
定
さ

れ
た
同
授
業
で
は
︑
ま
ず
中

野
先
生
が
児
童
に
問
い
か
け

な
が
ら
１
時
間
目
の
学
習
内

容
を
振
り
返
っ
た
上
で
︑
授

業
に
お
け
る
課
題
﹁
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
は
︑
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
﹂
を
提
示
︒
教
室
内
の

大
型
モ
ニ
タ
ー
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

﹃
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
﹄
を

児
童
に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
︑

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
に
つ
い
て
問

い
か
け
を
行
い
︑
児
童
が
気

付
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
配
布
し
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
記
載
さ
せ
な
が
ら
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
も
つ
役
割

を
気
付
か
せ
︑
課
題
解
決
に

︱
︱
同
教
材
の
印
象
は
い
か

が
で
す
か
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
関
す
る
説
明
だ
け
で
は

な
く
︑
運
送
の
現
場
の
様
子

な
ど
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
︑
児
童
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
︒
当
校
で
は
先
日
︑

社
会
科
見
学
で
京
浜
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
見
学
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
運
送
の
現
場
を
追
体
験
し

た
こ
と
で
よ
り
理
解
が
深
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
︒

︱
︱
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
﹁
も
っ
と
こ
ん
な
教

材
が
あ
れ
ば
﹂
等
の
意
見
は

あ
り
ま
す
か
。

　

私
の
よ
う
に
社
会
科
が
好

き
な
教
師
の
場
合
︑
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
関
す
る
何
ら
か
の

情
報
が
あ
れ
ば
︑
そ
れ
を
基

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
小
学
校
高

学
年
児
童
を
対
象
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
テ

ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
制
作
し
た
︒

　

教
材
は
︑
印
刷

教
材（
テ
キ
ス
ト
）

﹃
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
ひ
み
つ
み
つ
け

た
！
﹄︵
写
真
右
︶

と
映
像
教
材
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
）﹃
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
﹄︵
写
真
左
︶︒

ま
た
︑
教
師
用
手
引
書
も
用
意
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
映
像
教
材
は
今
年
５
月
に
文
部

科
学
省
か
ら
小
学
校
高
学
年
児
童
向
き
学
校

教
育
教
材（
社
会
）と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

テ
キ
ス
ト
で
は
︑
多
く
の
写
真
や
図
表
を

用
い
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
役
割
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
︒
ま
た
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
実
際

の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
現
場
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
盛
り
込

み
︑
児
童
に
よ
り
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
︒

繋
げ
て
い
く
と
い
う
形
で
進

め
ら
れ
た
︒

　

授
業
で
は
教
科
書
や
資
料

集
な
ど
の
印
刷
教
材
を
用
い

て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
︑
印
刷
教
材
で
あ
る
児

童
用
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
に
︑

今
回
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
映
像
教
材
）

も
制
作
し
た
︒
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
︑

﹁
輸
送
な
ん
で
も
研
究
所
﹂

の
２
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
博

士
︑研
究
員
の
ト
ラ
イ
）
が
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
︑
鉄
道
︑
船
︑

飛
行
機
な
ど
の
輸
送
手
段
が

あ
る
こ
と
﹂︑﹁
貨
物
全
体
の

92
％
が
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ

れ
て
い
る
こ
と
﹂︑﹁
様
々
な

工
業
製
品
を
輸
送
す
る
た
め

に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
や
冷
凍

冷
蔵
車
︑
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど

様
々
な
ト
ラ
ッ
ク
が
活
躍
し

て
い
る
こ
と
﹂
な
ど
を
︑
映

像
を
交
え
な
が
ら
紹
介
︒
そ

し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
具

体
的
な
事
例
と
し
て
︑
私
た

ち
の
生
活
に
身
近
な
せ
ん
べ

い
が
原
材
料
工
場
か
ら
小
売

店
ま
で
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ

て
い
る
か
を
紹
介
し
た
上
で
︑

輸
送
に
携
わ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
︑
高
速
道
路
︑
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
ト
ラ
ッ
ク

物
流
に
必
要
不
可
欠
な
施
設

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
︒
ま

た
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
後
半
で
は
︑

に
し
て
よ
り
幅
広
い
内
容
の

授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
し
か
し
︑
社
会
科
が
苦

手
な
教
師
は
︑
教
科
書
の
内

容
で
指
導
を
行
う
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

残
念
な
が
ら
︑
教
科
書
に

は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る

内
容
が
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
た
め
︑
教
師
に
よ

っ
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
扱
い
方

に
濃
淡
が
出
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
︒﹁
我
が
国
の

物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
の

魅
力
を
︑
多
く
の
児
童
に
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と

考
え
て
い
た
だ
き
︑
全
て
の

教
師
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役

割
や
魅
力
に
つ
い
て
児
童
に

語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑

教
科
書
や
資
料
集
の
出
版
社

と
連
携
し
︑
１
ペ
ー
ジ
で
も

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
に
つ

い
て
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
作

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
︒

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
課
題
と

取
り
組
み
﹂
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
︒﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

保
﹂や﹁
交
通
事
故
の
防
止
﹂

と
い
っ
た
課
題
を
紹
介
し
た

上
で
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

の
た
め
に
︑
出
前
授
業
で
仕

事
内
容
や
や
り
が
い
を
伝
え

て
い
る
﹂︑﹁
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
︑
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
﹂
な
ど
︑
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
紹
介
︒
ま
た
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

　

講
義
形
式
の
授
業
で
は
一

方
通
行
的
な
情
報
の
伝
達
に

な
り
や
す
く
︑
授
業
を
受
け

て
い
る
児
童
が
受
動
的
・
消

極
的
に
な
り
や
す
い
た
め
︑

自
発
的
な
学
習
活
動
が
抑
制

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
な
い
︒同
授
業
で
は
︑中
野

先
生
が
積
極
的
に
児
童
に
問

い
か
け
を
行
い
︑
発
言
を
促

す
な
ど
︑﹁
児
童
が
自
発
的

に
授
業
に
参
加
す
る
﹂
た
め

の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
︒

　

中
野
先
生
は
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

内
容
を
基
に
︑
児
童
に
﹁
ト

ラ
ッ
ク
は
何
を
ど
こ
へ
輸
送

し
て
い
た
か
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
が
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
何
か
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
は
︑
ど
の
よ
う
な
施
設
や

設
備
が
関
わ
っ
て
い
る
か
﹂︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
は
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
︑
ま

︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
魅
力
に

つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

　

社
会
人
が
講
師
と
な
っ
て
︑

小
・
中
学
校
に
出
向
い
て
行

う
﹁
出
前
授
業
﹂
が
増
え
て

い
ま
す
︒
出
前
授
業
を
行
う

講
師
役
を
︑
子
ど
も
た
ち
が

暮
ら
す
地
域
の
方
が
務
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
︒
出
前
授
業
を
通
じ
て
︑

﹁
近
く
に
あ
る
運
送
会
社
で

働
く
人
は
︑
人
々
の
生
活
を

守
る
た
め
に
︑
こ
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
ん
だ
﹂
と
理
解

し
︑
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と

で
︑
子
ど
も
た
ち
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
へ
の
関
心
が
一
層
高

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

イ
バ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け
﹂

や
﹁
仕
事
の
や
り
が
い
﹂
な

ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
て
い
る
︒

　

印
刷
教
材
と
と
も
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
の
映
像
教
材
を
併
用

し
︑
映
像
を
通
じ
て
児
童
に

物
流
の
現
場
を
追
体
験
さ
せ

る
こ
と
で
︑
児
童
に
と
っ
て

よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
と

な
っ
て
い
る
︒

た
そ
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
る
か
﹂
な
ど
の

問
い
か
け
を
実
施
︒
児
童
は
︑

一
人
ひ
と
り
そ
の
答
え
を
そ

れ
ぞ
れ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記

載
︒
そ
の
後
︑
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
相
談
し
合
い
な
が
ら
見

解
を
ま
と
め
た
上
で
︑
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト﹁Jam

board

﹂

で
答
え
を
入
力
す
る
︒
入
力

さ
れ
た
内
容
は
︑
教
室
内
の

大
型
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ

れ
︑
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

だ
け
で
な
く
他
の
グ
ル
ー
プ

の
意
見
も
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
︒
ひ
と
と

お
り
意
見
が
出
た
と
こ
ろ

で
︑
中
野
先
生
が
各
グ
ル
ー

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
と
中
野
先

生
に
よ
る
説
明
を
通
じ
て
︑

多
く
の
児
童
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
は
︑
日
本
の
工
業
生
産

を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
﹂
こ
と
や
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
︑
工
場
で
の

生
産
や
︑
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
で
の
販
売
を
支
え

映
像
教
材
を
効
果
的
に
活
用　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
理
解
を
醸
成

映
像
教
材
を
効
果
的
に
活
用　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
理
解
を
醸
成

２
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
紹
介

２
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
紹
介

物
流
の
現
場
を
追
体
験
で
き
る
「
映
像
教
材
」

物
流
の
現
場
を
追
体
験
で
き
る
「
映
像
教
材
」

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て
意
見
を
発
表

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て
意
見
を
発
表

「
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
」
こ
と
で
知
識
を
定
着

「
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
」
こ
と
で
知
識
を
定
着

「
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
止
ま
っ
た
ら
？
」

「
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
止
ま
っ
た
ら
？
」

多
く
の
児
童
か
ら
次
々
に
意
見
が
出
さ
れ
る

多
く
の
児
童
か
ら
次
々
に
意
見
が
出
さ
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
心
を
動
か
し
て

子
ど
も
た
ち
の
心
を
動
か
し
て

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
よ
り
身
近
な
存
在
に

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
よ
り
身
近
な
存
在
に

プ
か
ら
意
見
を
聞
い
た
上

で
︑
児
童
が
次
の
動
画
を
視

聴
し
て
い
る
間
に
板
書
で
内

容
を
整
理
し
て
ま
と
め
︑
児

童
の
理
解
を
促
し
て
い
っ
た
︒

　

今
回
の
授
業
の
よ
う
に
︑

グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活

用
な
ど
︑児
童
が
主
体
的
に
︑

そ
し
て
仲
間
と
の
話
し
合
い

を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
学

習
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
環
境
を
整
備
し
た
こ
と

で
︑
児
童
の
意
識
は
飛
躍
的

に
高
ま
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
対
す
る
理
解
も
深
ま
っ
た

に
違
い
な
い
︒

る
役
割
が
あ
る
﹂
こ
と
を
学

ん
だ
︒

　

同
授
業
で
は
そ
の
上
で
︑

﹁
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が

止
ま
っ
た
ら
︑
私
た
ち
の
生

活
は
ど
う
な
る
の
か
﹂
と
い

う
新
し
い
課
題
を
提
起
し
︑

児
童
に
発
言
を
求
め
た
︒
児

童
は
︑
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の

児
童
た
ち
と
相
談
を
し
な
が

ら
︑﹁
食
べ
物
が
手
に
入
ら

な
く
な
り
︑
人
々
の
間
で
争

い
が
起
こ
る
﹂︑﹁
病
院
や
薬

局
な
ど
か
ら
薬
が
な
く
な

り
︑
病
気
に
か
か
る
患
者
が

増
え
︑
命
に
関
わ
る
か
も
し

れ
な
い
﹂︑﹁
生
産
活
動
が
滞

る
こ
と
で
︑
働
い
て
い
る
人

も
働
け
な
く
な
り
︑
連
鎖
反

応
の
よ
う
に
社
会
経
済
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
﹂
な
ど
︑
短
時
間
の
う
ち

に
多
く
の
様
々
な
意
見
を
挙

げ
た
︒

　

児
童
は
こ
の
日
の
授
業
を

通
じ
て
︑
物
流
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
の
重
大
さ
︑
そ

し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

も
つ
社
会
的
役
割
を
理
解
し

た
よ
う
で
あ
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
担
っ
て
い
る
重

要
な
役
割
に
つ
い
て
理
解
や
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
、
小
学
校
の
学

習
指
導
要
領
（
５
年
社
会
科
）
の
「
運
輸
」

の
項
目
に
沿
い
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
テ
ー

マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
制
作
（
詳

細
別
項
）。
同
教
材
を
使
用
し
た
授
業
が

10
月
11
日
、
東
京
都
中
央
区
に
あ
る
月
島

第
三
小
学
校
（
鈴
木
潤
校
長
）
で
行
わ
れ

た
。

　

授
業
で
は
、
同
教
材
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
担
当
教
諭
が
児
童

に
対
し
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
や
業
界

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
説
明
。
多
く
の

児
童
が
、
人
々
の
暮
ら
し
や
我
が
国
の
経

済
活
動
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

教
材
紹
介

中野　慶祐
先生

『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』

『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』

中
央
区
立
月
島
第
三
小
学
校　

５
年
１
組
教
諭　

中
野　

慶
祐
先
生

中
央
区
立
月
島
第
三
小
学
校　

５
年
１
組
教
諭　

中
野　

慶
祐
先
生

児
童
は
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
も
ち
、グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
意
見

な
ど
を
ア
プ
リ
で
入
力
し
て
い
く

先
生
か
ら
児
童
へ
の
一
方
通
行
で
は

な
く
、
仲
間
と
の
話
し
合
い
を
通
じ
、

楽
し
み
な
が
ら
学
習
に
取
り
組
む

教室内の大型モニターで全ト協制作のDVDを視聴。物流の現場を
追体験しながらトラック輸送への理解を深めた

先生が「もしもトラック輸送が止まったら？」と問題を提起。
多くの児童から様々な意見が挙がった

全
ト
協
オリジナル教材による授業を小学校で実施オリジナル教材による授業を小学校で実施
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